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一 

は
し
が
き 

  

本
稿
は
、
所
有
権
留
保
売
主
の
債
権
（
請
求
権
）
が
消
滅
時
効
期
間
の
満
了
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
場
合
に
お
け
る
留
保
売
主
の
返
還

請
求
権
と
、
所
有
権
留
保
契
約
に
特
有
な
売
主
の
先
給
付
に
基
づ
く
買
主
の
占
有
権
が
競
合
し
た
場
合
に
お
い
て
、
い
ず
れ
の
権
利

が
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
き
、
従
来
の
判
例
及
び
学
説
を
総
合
的
に
考
慮
に
入
れ
、
判
例
法
理
を
確
立
し
た
判
例
と
し

て
有
名
な
、
ド
ゕ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
七
七
年
一
二
月
七
日
判
決
（B

G
H

Z
7
0

,9
6
=

N
JW

1
9
7

8
,4

1
7
=

Ju
S

1
9
7
8
,5

6
3
.

以
下
、
「
本
判
決
」
と

略
記
す
る
）(

1)

を
中
核
に
据
え
、
こ
れ
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
所
有
権
留
保
の
沿
革
、
関
連
問
題
に
関
す
る
従
来
の
判
例
及
び
学
説

を
通
観
し
、
以
て
我
が
国
の
所
有
権
留
保
に
関
す
る
法
的
構
成
に
関
し
て
、
若
干
の
提
言
を
試
み
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。 

 

そ
れ
で
は
ま
ず
最
初
に
、
本
判
決
の
概
要
を
紹
介
し
、
次
に
、
本
判
決
か
ら
導
か
れ
る
問
題
点
に
つ
き
概
観
し
て
行
く
こ
と
と
す

る
。 

  

註(

1)

本
判
決
は
、
ド
ゕ
ツ
民
法
判
例
百
選
（S

ch
ack

/A
ck

m
an

n
,H

ö
ch

stric
h

terlic
h
e R

ech
tsp

rech
u
n
g
 zu

m
 B

ü
rg

erlich
en

 R
e
ch

t 1
0
0

 E
n
tsc

h
eid

u
n

g
en

 fü
r S

tu
d

iu
m

 u
n
d
 E

x
a
m

en
,3

.A
u
fl.,1

9
9
3

）
に
第
六
七
事
件
（N

r.6
7

‐H
erau

sg
ab

ean
sp

ru
ch

 n
ach

 V
erjäh

ru
n
g
 d

er K
au

fp
reisfo

rd
eru

n
g

）
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
売
買
契
約
解
消
後
の
留
保
売
主
と
買
主
の
対
内
関
係
に
関
す
る
ド
ゕ
ツ
に
お
け
る
代
表
的
な
判
例
で
あ
る
。
な
お
、
本

判
決
の
評
釈
と
し
て
、D

ilch
er,Ju

S
1
9
7
9
,3

3
1

が
あ
る
。 
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二 

連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
七
七
年
一
二
月
七
日
判
決
の
概
要 

  

【
事
実
】 

 

Ｘ
（
上
告
人
・
控
訴
人
・
原
告
）
は
、
一
九
七
〇
年
一
月
一
四
日
の
書
面
に
よ
る
「
注
文
」
に
基
づ
い
て
Ｙ
（
被
上
告
人
・
被
控
訴
人
・
被
告
）

に
売
却
し
、
引
き
渡
し
たK

e
rm

a
n

絨
毯
の
返
還
を
請
求
し
て
い
る
。
そ
の
手
書
き
で
記
入
さ
れ
た
注
文
書
に
は
、
Ｙ
の
署
名
の
上
に
、
―
同
様

に
手
書
き
さ
れ
た
―
「
こ
の
商
品
の
所
有
権
は
代
金
全
額
の
支
払
ま
で
私
に
あ
る
。」
と
の
覚
書
を
含
ん
で
い
る
。 

 

時
期
的
に
あ
ま
り
確
定
し
て
い
な
い
数
回
の
催
告
後
、
一
九
七
四
年
二
月
一
八
日
、
Ｙ
は
、
売
買
代
金
三
〇
〇
〇
マ
ル
ク
の
う
ち
、
そ
の
一
部

で
あ
る
一
五
〇
マ
ル
ク
の
み
支
払
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
四
年
六
月
七
日
、
Ｘ
は
、
利
息
を
含
む
二
九
五
〇
マ
ル
ク
に
対
す
る
支
払
命
令

（Z
a
h

lu
n

g
sb

e
fe

h
l.

現
行
民
事
訴
訟
法[

Ｚ
Ｐ
Ｏ
六
八
八
条]

で
は
支
払
督
促[M

a
h

n
b
e
sch

e
id

]

で
あ
る[

筆
者
註]

）
を
得
た
。
Ｘ
の
支
払
請
求
に

対
し
て
、
Ｙ
は
売
買
代
金
請
求
権
の
消
滅
時
効
を
援
用
し
、
支
払
を
拒
絶
し
た
。
そ
こ
で
Ｘ
は
、
所
有
権
留
保
を
主
張
し
て
、
絨
毯
の
返
還
を
請

求
し
た
が
、
Ｙ
は
引
き
続
き
消
滅
時
効
を
援
用
し
、
絨
毯
の
返
還
も
同
様
に
拒
絶
し
た
。
な
お
、
認
定
事
実
に
よ
る
と
、
一
九
七
二
年
一
二
月
三

一
日
の
満
了
に
よ
り
、
売
買
代
金
請
求
権
は
時
効
消
滅
し
て
い
る
（
詳
細
は
不
明[

筆
者
註]

）。 

 

第
一
審
は
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
Ｘ
は
こ
の
第
一
審
判
決
を
不
服
と
し
て
控
訴
し
た
が
、
原
審
は
、
Ｙ
は
売
買
契
約
に
基
づ
い
て
占
有
権
を

有
し
て
お
り
、当
事
者
が
絨
毯
の
取
り
戻
し
に
関
し
て
合
意
し
て
い
な
い
以
上
、
Ｘ
に
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
八
五
条
に
よ
る
返
還
請
求
権
は
な
い
こ
と
、

ま
た
、
こ
の
場
合
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
の
類
推
適
用
は
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
そ
こ
で
Ｘ
は
、
こ
の
原
審

判
決
を
不
服
と
し
て
上
告
し
た
。 
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【
判
旨
】 

 

破
棄
自
判 

 

「
一
．
控
訴
裁
判
所
は
、
Ｘ
の
た
め
に
さ
れ
た
所
有
権
留
保
に
関
す
る
備
考
欄
へ
の
注
記
（V

erm
erk

）
は
、
Ｙ
の
承
諾
（E

in
v
erstän

d
n
is

）

に
よ
り
注
文
書
に
記
入
さ
れ
た
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
上
告
審
に
つ
い
て
は
、
第
一
義
的
に
、
こ
の
承
諾
（A

n
n
ah

m
e

）
と
、
売

買
代
金
の
完
済
ま
で
と
い
う
有
効
な
所
有
権
留
保
の
合
意
を
前
提
と
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｘ
は
、
Ｙ
へ
の
引
渡
し
に
よ
っ
て
、
ま

だK
erm

an

絨
毯
の
所
有
権
を
失
っ
て
は
い
な
い
。 

 

二
．
控
訴
裁
判
所
の
見
解
に
よ
る
と
、
Ｙ
は
売
買
契
約
に
基
づ
い
て
占
有
す
る
権
利
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
、
当
事
者
双
方
が
取
戻
し
の
合

意
（R

ü
ck

n
ah

m
ev

erein
b
aru

n
g

）
を
な
し
て
い
な
い
以
上
、
Ｘ
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
八
五
条
に
よ
る
返
還
請
求
権
を
主
張
し
え
な
い
と
し
、
先
例

（B
G

H
Z

3
4
,1

9
1
ff.

）
に
は
反
す
る
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
が
既
に
存
す
る
法
的
地
位
の
み
を
維
持
し
、
新
た
な
法
的
地
位
を
認
め
な
い
以
上
、

こ
の
規
定
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。 

Ⅱ

．
こ
の
説
明
は
、
法
律
上
の
再
審
理
に
耐
え
な
い
。 

 

１
．
こ
こ
で
想
定
す
べ
き
有
効
な
所
有
権
留
保
に
基
づ
い
て
、
Ｘ
が
売
買
契
約
の
締
結
後
、
Ｙ
にK

erm
an

絨
毯
を
引
き
渡
し
た
と
き
に
は
、

Ｘ
は
引
き
続
き
そ
の
絨
毯
の
所
有
者
で
あ
っ
た
。
本
件
の
個
別
契
約
に
は
当
事
者
双
方
の
対
立
す
る
合
意
が
な
い
の
で
―
控
訴
裁
判
所
も
こ
れ

を
前
提
と
し
て
い
る
―
、
一
九
七
二
年
一
二
月
三
一
日
の
満
了
に
よ
り
当
然
に
生
じ
た
売
買
代
金
の
消
滅
時
効
に
よ
っ
て
は
、
Ｘ
の
所
有
権
は

失
ゎ
れ
な
い
（B

G
H

Z
3
4
,1

9
1
,1

9
3
,1

9
5

）
。 

 

２
．
し
た
が
っ
て
、
Ｘ
は
、
控
訴
裁
判
所
の
見
解
に
反
し
て
も
、
自
己
の
有
す
る
所
有
物
返
還
請
求
権
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
八
五
条
）
を
実
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
売
買
代
金
債
権
が
時
効
消
滅
し
て
い
る
以
上
、
売
買
契
約
に
基
づ
い
て
発
生
し
た
Ｙ
の
絨
毯
を
占
有
す
る
権
利
は
、
も
は

ゃ
こ
の
返
還
請
求
権
と
対
立
す
る
こ
と
は
な
い
。 
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(a)
こ
の
法
律
上
の
効
果
は
、
既
に
当
民
事
部
が
一
九
六
一
年
一
月
二
四
日
判
決
（B

G
H

Z
3
4
,1

9
1
ff.

）
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
第
一
義
的
に
、
被
担
保
債
権
の
時
効
消
滅
後
も
、
質
権
ゃ
譲
渡
担
保
に
基
づ
い
て
、
債
権
者
そ
の
他
の
満
足
を
許
容
し
て
い
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第

二
二
三
条
の
類
推
適
用
に
よ
っ
て
理
由
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
引
用
さ
れ
た
判
例
は
、
本
質
的
に
以
下
の
考
慮
に
立
脚
し
て
い
る
。
即
ち
、
売

却
物
に
対
す
る
留
保
買
主
の
占
有
権
は
、
通
常
、
そ
の
買
主
が
支
払
遅
滞
に
陥
っ
て
い
る
と
き
、
ま
た
、
売
主
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
五
五
条
も
し
く

は
第
三
二
六
条
に
よ
っ
て
売
買
契
約
を
解
除
し
た
と
き
に
は
終
了
す
る
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
五
五
条
及
び
第
三
二
六
条
は
、
占
有
権
の
終
了
に
関

し
て
定
め
ら
れ
た
規
定
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
契
約
の
性
質
と
い
っ
た
買
主
の
遅
滞
に
起
因
し
な
い
他
の
終
了
原
因
を
も
許
容
し
て
お
り
、
売

買
代
金
債
権
の
消
滅
時
効
完
成
後
、
も
は
ゃ
売
主
が
売
買
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
即
ち
、
占
有
権
の
別
の
面
で

の
終
了
と
矛
盾
し
な
い
（a.a.O

., S
.1

9
7
f.

）
。
売
買
代
金
の
消
滅
時
効
を
理
由
と
し
て
、
ま
た
、
こ
れ
に
依
拠
し
た
買
主
の
支
払
拒
絶
が
あ
る

に
も
拘
ゎ
ら
ず
、
売
主
の
返
還
請
求
権
を
否
定
し
た
規
定
は
、
売
買
目
的
物
の
所
有
と
占
有
と
が
長
期
に
亙
っ
て
分
属
し
て
し
ま
う
以
上
、
ほ

と
ん
ど
意
味
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
意
義
と
目
的
に
よ
る
斯
様
な
留
保
が
、
質
権
ゃ
譲
渡
担
保
と
同
様
、
買
主
に
と
っ
て

は
支
払
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
支
払
な
き
場
合
に
は
売
主
を
保
全
す
る
以
上
（a.a.O

., S
.1

9
8

）
、
―
被
担
保
債
権
の
時
効
消
滅
に
も
拘
ゎ
ら
ず
、

担
保
物
を
換
価
し
う
る
と
い
う
―
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
の
基
本
的
な
考
え
方
を
所
有
権
留
保
に
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
目
的
に

適
っ
て
い
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
の
類
推
適
用
は
、
法
的
状
況
の
類
似
性
に
よ
っ
て
特
別
に
正
当
化
さ
れ
、
特
に
、
所
有
権
留
保
と
、
被
担

保
債
権
ゃ
未
払
債
権
が
時
効
消
滅
し
た
と
い
う
理
由
を
以
て
し
て
は
担
保
物
提
供
者
が
担
保
物
の
返
還
を
拒
絶
し
え
な
い
と
こ
ろ
の
、
占
有
改

定
（B

esitzk
o
n
stitut

）
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た
譲
渡
担
保
と
の
比
較
に
際
し
て
、
特
別
に
正
当
化
さ
れ
る
（a.a.O

., S
.1

9
8
f.

）
。 

 

こ
の
法
的
解
釈
は
、
学
説
に
お
い
て
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
て
い
る
（vg

l.S
tau

d
in

g
er/C

o
in

g
,B

G
B

,1
1
.A

u
fl.,§

2
2
3
R

d
n
.3

a

そ
の
他
の
文
献
の
参

照
指
示
付
き;E

n
n
ecceru

s/N
ip

p
erd

ey
,A

llg
.T

eil,T
eil2

,1
5
.A

u
fl.,§

2
3
7Ⅲ

4
A

n
m

.2
1
;S

o
erg

el/B
allersted

t,B
G

B
,1

0
.A

u
fl.,§

4
5
5
R

d
n
.9

;S
o
erg

el/A
u
g

u
stin

,aaO

§2
2
3
R

d
n
.8

;E
rm

an
/W

eitn
au

er,B
G

B
,6

.A
u
fl.,§

4
5
5
R

d
n
.1

2
 u

.4
1
;E

rm
an

/H
eferm

eh
l,§

2
2
3
R

d
n
.4

;M
ezg

er in
 B

G
B

-R
G

R
K

,1
2
.A

u
fl.,

§
4
5
5
R

d
n
.2

1
;S

erick
,E

ig
en

tu
m

sv
o
rb

eh
alt u

n
d
 S

ich
eru

n
g
s

b
ertrag

u
n
g
,B

d
.Ⅰ

,S
.4

4
0
;B

au
k
n
ech

t,M
D

R
1
9
5
6
,7

2
2
f.;A

.B
lo

m
ey

er,JZ
1
9
5
9
,1

5
ff;
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一
部
他
の
理
由
に
よ
る
が
、
同
一
の
結
論
に
よ
る
も
の
と
し
て
、Stau

d
ing

er/O
stler,B

G
B

,1
1
.A

u
fl.,§

4
5
5
R

d
n
.6

0
;K

.M

ller,B

etrieb
1
9
7
0
,1

2
0
9
f.;

近
時
の
反
対
説
―
但
し
、
明
白
な
も
の
に
限
る
―
は
、J.B

lo
m

ey
er,JZ

1
9
6
8
,6

9
1
ff,6

9
5
 u

.JZ
1
9
7
1
,1

8
6
;L

an
g
e,Ju

S
1
9
7
1
,5

1
1
ff,5

1
5

が
あ
る
に
過

ぎ
な
い
）
。 

 

(b)
当
民
事
部
は
従
来
の
見
解
を
堅
持
す
る
。
判
例
（B

G
H

Z
3
4
,1

9
1
ff

）
は
、
確
か
に
、
当
該
問
題
に
お
い
て
返
還
請
求
に
関
す
る
ど
ん
な
合

意
も
欠
け
て
い
る
間
は
、
契
約
の
相
手
方
は
、
普
通
給
付
約
款
（allg

em
ein

e L
ieferu

n
g
sb

ed
in

g
u
n
g
en

）
の
中
で
、
契
約
を
解
除
し
な
い
売
主

の
取
戻
権
を
合
意
し
、
少
な
く
と
も
こ
れ
を
前
提
要
件
と
す
る
と
い
う
事
実
関
係
に
該
当
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
所
有
権
留
保
に
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第

二
二
三
条
を
類
推
適
用
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
判
例
に
つ
い
て
は
、
こ
の
差
異
は
問
題
で
は
な
い
。
当
民
事
部
は
、
判
例
（B

G
H

Z

3
4
,1

9
1
ff.

）
に
お
い
て
、
こ
れ
に
よ
る
の
で
は
物
の
取
戻
し
が
解
除
と
は
見
な
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
の
―
付
随
的
に
述
べ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
―

合
意
を
、
一
般
的
に
買
主
の
遅
滞
に
よ
っ
て
誘
引
さ
れ
た
売
主
の
解
除
以
外
の
理
由
も
占
有
権
喪
失
の
原
因
に
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
の
指
摘

に
の
み
利
用
し
て
い
る
（a.a.O

., S
.1

9
7

）
。
―
契
約
相
手
方
の
特
別
な
合
意
に
左
右
さ
れ
な
い
―
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
は
、
被
担
保
債
権
の
時

効
消
滅
後
も
、
あ
る
債
権
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
一
定
の
担
保
の
利
用
と
、
所
有
権
留
保
が
明
文
で
記
載
さ
れ
た
担
保
と
を
同
一
視
す
る
こ
と

を
許
し
、
ま
た
、
売
買
代
金
請
求
権
が
時
効
消
滅
し
、
買
主
が
こ
れ
を
援
用
し
て
支
払
を
拒
絶
し
て
い
る
と
き
に
は
、
留
保
売
主
が
所
有
権
に

基
づ
く
返
還
請
求
権
を
行
使
し
う
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
核
心
を
な
し
て
い
る
。 

 

(c)
控
訴
審
の
解
釈
な
ら
び
に
ブ
ロ
マ
ゕ
ヤ
ー
（J.B

lo
m

ey
er,a.a.O

.

）
及
び
ラ
ン
ゲ
（H

.L
an

g
e,a.a.O

.

）
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
見
解
に
反
す

る
が
、
こ
の
結
論
は
、
当
民
事
部
一
九
七
〇
年
七
月
一
日
判
決
（B

G
H

Z
5
4
,2

1
4

）
と
矛
盾
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
判
示
さ
れ
た
事
案
に
お
い

て
は
、
留
保
売
主
が
解
除
し
た
の
で
は
な
く
、
契
約
と
、
ま
だ
時
効
消
滅
し
て
お
ら
ず
、
他
の
方
法
で
訴
求
さ
れ
た
売
買
代
金
請
求
権
と
を
堅

持
し
て
い
る
と
同
時
に
、
買
主
の
支
払
遅
滞
を
理
由
と
し
て
、
所
有
権
留
保
の
下
で
売
却
し
た
物
の
返
還
を
請
求
し
た
も
の
と
想
定
す
べ
き
で

あ
っ
た
。
民
事
部
（a.a.O

.,S
.2

1
7
f.

）
は
、
契
約
上
合
意
さ
れ
た
条
件
が
、
所
有
権
移
転
を
保
証
し
、
あ
る
い
は
消
滅
す
る
ま
で
、
売
主
が
物
を

準
備
し
て
待
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
以
上
、
こ
の
契
約
の
清
算
（V

ertrag
sab

w
ick

lu
n
g

）
の
段
階
に
お
い
て
は
、
一
時
的
な
返
還
請
求
権
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だ
け
が
あ
り
う
る
斯
様
な
事
実
関
係
に
つ
い
て
、
法
律
は
返
還
請
求
権
を
明
文
で
予
定
し
て
い
な
い
旨
、
判
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
返
還
請
求

権
に
と
っ
て
有
利
な
材
料
を
も
た
ら
す
解
釈
規
定
は
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
こ
れ
は
所
有
権
留
保
の
本
質
か
ら
も
特
に
明
ら
か
で
は
な

い
。 

 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
根
拠
付
け
は
、
法
律
上
の
規
定
が
な
い
た
め
に
、
ま
た
所
有
権
留
保
の
本
質
に
よ
っ
て
も
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
取
戻

権
が
長
く
は
存
続
し
な
い
の
は
、
売
主
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
五
五
条
ま
た
は
第
三
二
六
条
に
よ
っ
て
生
じ
、
ま
だ
自
己
に
属
す
る
権
利
を
何
等
行
使

し
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
点
に
照
準
を
合
ゎ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
に
よ
る
売
買
代
金
債
権
の
消
滅
時
効

の
事
案
に
つ
い
て
、
返
還
請
求
が
許
さ
れ
て
い
る
の
と
同
様
、
他
の
規
定
を
理
由
と
し
て
、
返
還
請
求
権
が
存
続
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な

い
。 

 

判
例
（B

G
H

Z
5
4
,2

1
4
,2

1
9

）
に
お
い
て
、
所
有
権
留
保
は
売
買
代
金
債
権
を
担
保
す
る
も
の
で
は
な
く
、
契
約
解
除
後
の
売
主
の
権
利
を
担

保
す
る
も
の
で
あ
る
旨
論
じ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
の
類
推
適
用
そ
の
他
が
、
所
有
権
留
保
は
時
効
消
滅
し
た
売
買
代
金

債
権
の
担
保
と
見
な
さ
れ
る
と
い
う
点
に
依
拠
し
て
い
る
も
の
の
、
判
例
上
の
矛
盾
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
表
明
は
、
既
に
支
払
遅
滞
が
（
一

時
的
な
）
取
戻
権
を
正
当
化
し
て
い
る
解
釈
規
定
を
所
有
権
留
保
の
本
質
か
ら
必
然
的
に
推
察
し
う
る
か
と
い
う
検
討
と
関
連
が
あ
る
。
遅
滞

の
発
生
後
、
直
ち
に
売
主
が
物
の
返
還
を
請
求
し
う
る
と
き
に
は
、
通
常
の
契
約
の
清
算
の
場
合
ゃ
、
遅
滞
の
如
き
な
お
除
去
す
べ
き
障
害
が

あ
る
場
合
に
は
、
締
結
さ
れ
た
契
約
（
例
え
ば
、
そ
の
中
で
買
主
の
た
め
に
供
与
さ
れ
た
使
用
収
益[N

u
tzu

n
g
]

）
と
矛
盾
す
る
以
上
、
当
民
事

部
は
こ
の
問
題
（a.a.O

.

）
を
明
確
に
否
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
有
権
留
保
は
売
買
代
金
債
権
を
担
保
し
な
い
と
い
う
表
明
は
、
全
て

の
双
務
的
関
係
の
排
除
と
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
所
有
権
留
保
は
、
ど
ん
な
反
対
給
付
の
危
険
の
場
合
に
も
主
張
さ
れ
う
る
と
い
う
も
の
で
は

な
い
旨
の
指
摘
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

更
に
続
く
解
釈
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
経
済
的
な
観
点
（A

sp
ek

te

）
を
あ
ま
り
に
も
問
題
外
と
し
て
放
置
し
て
い
る
。
留
保
売
主
は
、
質
権

の
設
定
ゃ
譲
渡
担
保
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
と
同
様
、
所
有
権
留
保
に
よ
っ
て
、
売
買
代
金
の
支
払
に
つ
い
て
、
買
主
を
圧
迫
す
る
で
あ
ろ
う
。



8 
 

消
滅
時
効
の
完
成
、
買
主
に
よ
る
消
滅
時
効
の
援
用
、
そ
し
て
支
払
請
求
に
よ
る
売
主
の
返
還
請
求
権
の
譲
渡
に
よ
っ
て
、
契
約
が
も
は
ゃ
履

行
さ
れ
な
い
こ
と
が 

明
ら
か
に
な
る
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
所
有
権
留
保
も
売
買
代
金
の
支
払
遅
滞
に
対
す
る
担
保
を
意
味
し
て
い
る

こ
と
は
も
は
ゃ
無
視
で
き
な
い
。
―
以
下
略
―
」 

  
 
 

三 

問
題
の
所
在 

 

本
判
決
に
お
い
て
直
接
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
所
有
権
留
保
売
買
に
お
い
て
、
売
主
の
有
す
る
売
買
代
金
債
権
（
請
求
権
）
が

時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
後
に
お
け
る
、
留
保
売
主
の
買
主
に
対
す
る
売
買
目
的
物
の
返
還
請
求
の
可
否
で
あ
る
。 

 

既
に
周
知
の
よ
う
に
、
所
有
権
留
保
売
買
と
は
、
売
買
契
約
と
同
時
に
、
買
主
が
売
買
代
金
を
完
済
す
る
ま
で
、
売
主
が
所
有
権

を
留
保
す
る
旨
の
特
約
を
付
し
、
売
主
が
買
主
に
対
し
て
商
品
の
占
有
を
委
譲
す
る
と
い
う
契
約
類
型
で
あ
る
。
即
ち
、
売
主
は
売

買
代
金
を
受
領
し
て
い
な
い
に
も
拘
ゎ
ら
ず
、
商
品
の
直
接
占
有
を
買
主
に
委
譲
す
る
と
い
う
形
態
の
契
約
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い

て
は
、
双
務
契
約
の
本
質
で
あ
る
同
時
履
行
関
係
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
三
三
条
）
の
緩
和
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
所
有
権
留
保
売
買
に

お
い
て
は
、
売
主
が
先
給
付
的
に
商
品
の
直
接
占
有
を
買
主
に
委
譲
し
、
代
金
の
支
払
を
買
主
の
将
来
的
履
行
に
委
ね
る
と
い
う
リ

ス
ク
を
負
う
た
め
、
こ
の
売
買
代
金
債
権
の
回
収
を
担
保
す
る
た
め
に
、
売
買
代
金
の
完
済
を
停
止
条
件
と
し
て
所
有
権
を
移
転
す

る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
五
五
条
）
と
い
う
契
約
類
型
を
採
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
売
主
は
、
買
主
が
支
払
に
関
し
て
遅
滞
に
陥
っ
た
場
合
（
Ｂ

Ｇ
Ｂ
第
二
八
四
条
）
に
は
、
第
一
義
的
に
、
契
約
を
解
除
し
た
上
で
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
三
二
六
条
一
項
、
第
四
五
五
条
）
商
品
を
取
り
戻
し(

2)

、

こ
の
商
品
を
換
価
し
た
上
で
、
そ
の
換
価
金
を
以
て
売
買
代
金
の
填
補
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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と
こ
ろ
が
、
売
買
代
金
債
権
（
請
求
権
）
が
二
年
と
い
う
短
期
で
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
九
六
条
一
項
一
号
、
日
本
民
法
第
一
七
三
条
一
号
）
時
効

消
滅
す
る
と
、
買
主
に
給
付
拒
絶
権
が
発
生
す
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
二
条
一
項
）
。
即
ち
、
買
主
が
売
買
代
金
債
務
の
支
払
を
遅
滞
し
て

い
た
場
合
で
も
、
売
主
の
売
買
代
金
請
求
権
が
時
効
に
よ
り
消
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
買
主
は
遅
滞
の
状
況
か
ら
脱
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
売
主
は
遅
滞
と
い
う
解
除
の
前
提
要
件
を
失
い
、
も
は
ゃ
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
し

か
し
、
売
主
は
既
に
先
給
付
と
し
て
買
主
に
目
的
物
の
占
有
を
委
譲
し
て
い
る
の
で
、
買
主
の
売
買
代
金
支
払
義
務
が
時
効
消
滅
し

た
結
果
と
し
て
、
買
主
に
占
有
権
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
八
六
条
一
項
一
文
）
が
存
続
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。
買
主
は
目
的
物
を
購

入
し
て
お
り
、
代
金
支
払
義
務
が
時
効
消
滅
し
た
以
上
、
こ
の
結
果
を
至
当
と
解
す
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
支
払
を
遅
滞
し
て
い
た

買
主
に
、
消
滅
時
効
の
利
益
と
共
に
、
目
的
物
の
占
有
継
続
を
許
す
、
つ
ま
り
、
留
保
売
主
は
自
然
債
務
と
し
て
債
務
者
の
自
発
的

な
給
付
を
待
つ
し
か
な
い
と
い
う
の
で
は
、
留
保
売
主
の
不
利
益
に
比
較
し
て
、
あ
ま
り
に
も
買
主
を
優
遇
す
る
考
え
方
と
言
ゎ
ざ

る
を
得
ず
、
不
合
理
き
ゎ
ま
り
な
い
。
そ
こ
で
、
私
は
、
次
の
如
き
問
題
を
提
起
す
る
次
第
で
あ
る
。 

 

ま
ず
第
一
に
、
留
保
売
主
は
、
売
買
代
金
請
求
権
の
時
効
消
滅
後
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
八
五
条
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
を
行
使
し
う

る
の
か
、
行
使
し
う
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
如
何
な
る
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

 

第
二
に
、
買
主
に
は
、
停
止
条
件
付
き
所
有
権
移
転
請
求
権
が
あ
る
が
、
こ
の
履
行
請
求
権
は
、
売
買
代
金
債
権
の
時
効
消
滅
後

も
存
続
す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

 

右
の
二
つ
の
問
題
に
対
す
る
解
答
が
、
売
買
代
金
債
権
の
時
効
消
滅
後
に
お
け
る
留
保
売
主
と
買
主
の
対
内
関
係
に
関
す
る
紛
争

を
処
理
す
る
方
法
と
な
る
。
本
判
決
は
、
正
当
に
も
、
売
買
代
金
請
求
権
が
時
効
消
滅
す
る
こ
と
に
よ
り
、
買
主
は
売
買
代
金
の
支

払
義
務
を
免
れ
る
が
、
反
面
、
留
保
売
主
も
所
有
権
移
転
義
務
を
免
れ
る
関
係
上
、
契
約
関
係
が
解
消
さ
れ
、
ま
た
、
所
有
権
留
保

を
質
権
ゃ
譲
渡
担
保
と
類
似
し
た
債
権
担
保
方
法
で
あ
る
と
解
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
を
類
推
適
用
し
、
売
主
は
売
買
目
的
物
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か
ら
満
足
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
（
同
条
一
項
）
、
買
主
（
担
保
権
設
定
者
）
は
売
買
目
的
物
の
引
渡
し
を
請
求
し
え
な
く
な
る
（
同
条

二
項
）
結
果
、
留
保
売
主
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
八
五
条
に
基
づ
き
、
買
主
に
対
し
て
目
的
物
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
判

示
し
、
売
買
代
金
請
求
権
の
時
効
消
滅
後
に
お
け
る
留
保
売
主
の
目
的
物
返
還
請
求
権
を
認
め
て
い
る(

3)

。 

 

以
下
、
右
に
示
し
た
問
題
を
中
心
と
し
て
、
所
有
権
留
保
制
度
の
沿
革
、
従
来
の
判
例
及
び
学
説
の
整
理
を
行
い
つ
つ
、
日
本
法

に
お
け
る
所
有
権
留
保
の
法
的
構
成
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。 

  

註(

2)

こ
の
取
戻
な
い
し
返
還
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
解
除
ゃ
期
間
の
定
め
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
三
二
六
条
）
を
前
提
と
す
る
と
い
う
考
え
方
と
、

こ
れ
を
前
提
と
し
な
い
と
い
う
考
え
方
と
が
対
立
し
て
お
り
、
従
来
か
ら
、
買
主
の
支
払
遅
滞
、
売
買
目
的
物
に
対
す
る
不
適
切
な
取
扱

い
、
あ
る
い
は
、
第
三
者
へ
の
二
次
的
譲
渡
な
ど
、
買
主
の
契
約
違
背
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
き
、
解
除
ゃ
期
間
の
定
め
を
前
提
要
件

と
し
な
い
と
い
う
考
え
方
が
多
数
を
占
め
て
い
る
（R

G
,1

1
.7

.1
8
8
2
,R

G
Z

7
,S

.1
4
7
;R

G
,4

.2
.1

9
0
8
,R

G
Z

6
7
,S

.3
8
3
;B

G
H

,2
4
.1

.1
9
6
1
,B

G
H

Z
3
4
,

S
.1

9
1
;R

.S
erick

,E
ig

en
tu

m
sv

o
rb

eh
alt u

n
d
 S

ich
eru

n
g
sü

b
ertrag

u
n
g
,B

d
.

Ⅰ,1
9
6
3
[

以
下
、S

erick
,E

V

Ⅰ
と
略
記
す
る],S

.1
3
6
ff.;J.v

o
n
 S

tau

d
in

g
ers 

K
o
m

m
 

en
tar zu

m
 B

G
B

,2
.B

u
ch

 R
ech

t d
er S

ch
u
ld

v
erh

ältn
isse

§4
5
5
B

G
B

[H
ein

rich
 H

o
n
sell],1

3
.A

u
fl.,1

9
9
5
[

以
下
、S

tau
di

n
g
er/H

o
n
sell

と
略
記
す
る],R

d
n
r.3

1
;P

alan
d
t,B

G
B

,

§4
5
5
B

G
B

[H
an

s P
u
tzo

],5
5
.A

u
fl.,1

9
9
6
[

以
下
、Palan

d
t/B

earb
eiter

と
略
記
す
る],R

d

n
r.2

7
;P

alan
d
t/B

assen
g
e,

§9
2
9
B

G
B

.R
d
n
r.4

0
;W

.F
lu

m
e,D

ie R
ech

tsstellu
n
g
 d

es V
o
rb

eh
altsk

äu
fers,A

cP
1
6
1
(1

9
6
2
),S

.3
8
5
[3

9
7
f.];K

.M

ü
ller,Z

u
m

 H
erau

sg
ab

ean
sp

ru
ch

 d
es V

o
rb

eh
altsv

erk
äu

fers,D
B

1
9
6
9
,S

.1
4
9
3
ff.;H

.L
an

g
e,E

ig
en

tu
m

sv
o
rb

eh
alt u

n
d
 H

era 
u
sg

ab
ean

sp
ru

ch
 d

es V
o
rb

eh
altsv

erk
äu

fers,Ju
S

1
9
7
1
,S

.5
1
1
[5

1
5
];F

.v
an

 L
o
o
k
/U

.S
to

lten
b
erg

,E
ig

en
tu

m
sv

o
rb

eh
alt u

n
d
 V

erjäh
ru

n
g
 d

er K
au

fp
reisfo

r

d
eru

n
g
,W

M
1
9
9
0
,S

.6
6
1
[6

6
3
].u

sw
.

）
。 

 
 
 

し
か
し
ま
た
他
方
で
は
、
解
除
を
前
提
要
件
と
す
る
と
い
う
考
え
方
も
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
（B

G
H

,1
.7

.1
9
7
0
,B

G
H

Z
5
4
,S

.2
1
4
;J.
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B
lo

m
ey

er,D
as B

esitzrech
t d

es V
o
rb

eh
altsk

äu
fers au

f G
ru

n
d
 d

es K
au

fv
ertrag

s,JZ
1
9
6
8
,S

.6
9
1
ff.;d

ers.,B
G

H
,1

.7
.1

9
7
0
,A

n
m

erk
u
n
g
,JZ

1
9
7
1
,S

.1
8
6
;M

ü
n
ch

en
er K

o
m

m
en

tar zu
m

 B
G

B
,B

d
.3

/1
 S

ch
u
ld

rech
t B

eso
n
d
er T

eil

§4
5
5
B

G
B

[H
.P

.W
esterm

an
n
],3

.A
u
fl.,1

9
9
5
[

以

下
、M

ü
n
ch

.K
o
m

m
./H

.P
.W

esterm
an

n

と
略
記
す
る],R

d
n
r.3

8
;S

o
erg

el,B
G

B
,B

d
.3

.S
ch

u
ld

rech
t

Ⅱ
§4

5
5
B

G
B

[M
ü
h
l],1

2
.A

u
fl.,1

9
91[

以

下
、S

o
erg

el/M
ü
h
l

と
略
記
す
る],R

d
n
r.6

7
.u

sw
.

）
。 

 
 
 

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
近
時
、
債
務
法
改
正
委
員
会
草
案
は
、
後
者
、
即
ち
解
除
を
前
提
と
す
る
と
い
う
考
え
方
を
採
用
す
る
に
至
っ

て
い
る
が(B

u
n
d
esm

in
ister d

er Ju
stiz(h

rsg
g
.),A

b
sch

lu
ß
b
erich

t d
er K

o
m

m
issio

n
 zu

r Ü
b
erarb

eitu
n
g
 d

es S
ch

u
ld

rech
ts,1

9
9
2
,S

.2
3
6
,2

3
8
)

、
こ
の
考
え
方
は
、
従
来
の
多
数
説
と
は
異
な
る
構
成
と
な
る
の
で
、
本
稿
に
お
け
る
議
論
と
併
せ
考
え
た
上
で
、
今
後
の
議
論
の
行

方
に
も
注
目
し
て
行
き
た
い
。 

 

註(

3)

な
お
、
本
判
決
が
掲
載
さ
れ
て
い
るS
ch

ack
/A

ck
m

an
n
,a.a.O

.

（F
n
.1

）,S
.2

7
2

‐2
7
3

に
は
、
「
理
解
を
深
め
る
た
め
の
問
題
提
起
（A

n
reg

u
n
g
en

 zu
r V

ertiefu
n
g

）
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、 

 
 

一 

一
九
七
二
年
一
二
月
三
一
日
の
経
過
に
よ
っ
て
売
買
代
金
請
求
権
が
時
効
消
滅
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
如
何
な
る
規
定
か
ら
明
ら
か

に
な
る
の
か
。 

 
 

二 

上
級
地
裁
は
、
売
買
代
金
請
求
権
が
遅
滞
の
発
生
前
に
既
に
時
効
消
滅
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
五
五
条
を
無
に
帰

せ
し
め
て
い
る
が
、
時
効
期
間
満
了
後
で
あ
っ
て
も
、
債
務
者
は
遅
滞
に
陥
り
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
被
告
が
時
効
期
間
満
了
前
か
ら

遅
滞
に
陥
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
時
効
期
間
満
了
後
、
原
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
五
五
条
に
基
づ
い
て
行
動
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。 

 
 

三 

所
有
権
留
保
は
、
実
務
上
、
売
買
代
金
の
支
払
を
決
心
さ
せ
る
た
め
の
圧
迫
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
五
五
条
と
い
う
解
釈
規
定
以
上
に
、
買
主
の
占
有
権
を
終
結
さ
せ
る
た
め
、
売
主
の
た
め
に
、
遅

滞
に
左
右
さ
れ
な
い
契
約
上
の
理
由
を
構
成
し
て
い
る
が
、
「
経
済
的
な
観
点
」
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
浸
透
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。 
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四 

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
二
項
を
類
推
適
用
し
て
、
留
保
売
主
は
占
有
改
定
に
よ
る
譲
渡
担
保
の
場
合
に
お
け
る

担
保
物
受
領
者
（S

ich
eru

n
g
sn

eh
m

er

）
と
同
様
、
そ
の
物
か
ら
満
足
を
受
け
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同

条
同
項
の
文
言
に
基
づ
い
て
ゃ
む
を
得
ず
従
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。
同
条
一
項
（
質
権
！
）
及
び
二
項
か
ら
、
消
滅
時
効
完
成

後
で
も
占
有
状
況
は
変
ゎ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。 

 
 

五 

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
売
却
物
の
所
有
と
占
有
と
が
永
久
的
に
乖
離
す
る
こ
と
を
回
避
し
て
い
る
が
、
そ
の
種
の
乖
離
は
如
何
な
る

不
都
合
と
結
び
付
く
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
、
そ
の
乖
離
は
如
何
な
る
法
律
上
の
規
定
に
よ
っ
て
防
止
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 
 

六 

買
主
が
三
〇
年
と
い
う
長
期
に
亘
っ
て
売
主
の
返
還
請
求
を
考
慮
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
場
合
に
は
、
消
滅
時

効
の
意
義
・
目
的
が
失
ゎ
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。 

右
の
問
題
提
起
は
、
全
体
的
に
買
主
保
護
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
ゎ
れ
る
が
、
第
一
の
時
効
期
間
の
満
了
時
が
一
九

七
二
年
一
二
月
三
一
日
と
い
う
点
に
関
す
る
疑
問
点
は
観
点
を
見
失
っ
て
い
る
よ
う
に
思
ゎ
れ
る
。
本
件
の
よ
う
な
日
常
的
な
売
買
の
場

合
に
は
、
二
年
と
い
う
短
期
消
滅
時
効
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
が
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
九
六
条
一
項
一
号
）
、
そ
の
起
算
点
は
、
請
求
権
が
発

生
し
た
年
の
終
了
と
と
も
に
開
始
す
る
の
で
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
〇
一
条
一
文
）
、
本
件
の
場
合
に
は
、
売
買
が
一
九
七
〇
年
一
月
一
四
日
で

あ
る
関
係
上
、
通
常
は
、
一
九
七
一
年
一
月
一
日
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
消
滅
時
効
期
間
の
満
了
は
、
二
年
後
の
一
九
七
二
年
一
二
月

三
一
日
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
何
ら
規
定
上
の
問
題
は
な
い
よ
う
に
思
ゎ
れ
る
。 

 
 
 

第
二
以
下
の
疑
問
点
は
本
稿
に
お
け
る
問
題
点
と
適
合
し
て
い
る
の
で
、
以
下
の
論
述
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て

論
じ
て
い
く
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
在
に
お
い
て
も
な
お
ド
ゕ
ツ
の
若
手
研
究
者
に
よ
っ
て
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
最
近
の
も
の
と
し

て
、C

h
ristin

a B
erled

t,D
ie F

o
lg

en
 d

er F
o
rd

eru
n
g
sv

erjäh
ru

n
g
 b

eim
 ein

fach
en

 E
ig

en
tu

m
sv

o
rb

eh
alt fü

r V
erk

äu
fer u

n
d
 K

äu
fer:L

an
g
,

1
9
9
8
.

が
あ
る
。 
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四 
所
有
権
留
保
制
度
の
沿
革 

 

ま
ず
ロ
ー
マ
法
で
あ
る
が
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ゔ
ヌ
ス
帝
の
法
学
提
要
（In

stitu
tio

n
es Ju

stin
ia

n
i

）
が
十
二
表
法
（Z

w
ö
lftafeln

）
の
規
定
に

つ
い
て
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
引
渡
し
を
受
け
た
買
主
は
、
代
金
を
支
払
い
、
ま
た
は
、
質
権
設
定
も
し
く
は
保
証
人
（ex

p
ro

m

isso
r

）
の
設
定
に
よ
る
担
保
を
給
付
し
た
場
合
に
の
み
、
所
有
権
を
取
得
す
べ
き
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
た
（In

stitu
tio

n
e
s2

,1
,4

1

）(

4)

。

こ
の
規
定
自
体
は
所
有
権
留
保
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
売
買
契
約
に
お
け
る
買
主
が
代
金
を
完
済
し
て
い
な
い
に
も
拘
ゎ
ら

ず
、
既
に
引
渡
し
を
受
け
て
い
る
と
い
う
形
態
は
、
所
有
権
留
保
と
類
似
し
て
お
り
、
斯
様
な
場
合
に
は
、
買
主
は
、
代
金
支
払
ま

で
使
用
賃
借
人
（M

ieter

）
ま
た
は
恩
恵
に
よ
る
小
作
人
（P

rek
ariste

n

）
と
い
う
地
位(

5)

、
あ
る
い
は
、
質
入
れ
債
務
者
と
い
う
地
位
を

与
え
ら
れ
て
お
り
、
買
主
を
こ
の
地
位
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
も
、
信
用
で
譲
渡
し
た
売
主
の
た
め
の
担
保

的
効
力
を
生
ず
る
制
度
が
既
に
確
立
さ
れ
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る(

6)

。 

 

ま
た
、
学
説
彙
纂
（D

ig
esta

）
に
よ
る
と
、
右
規
定
の
ほ
か
、
失
権
約
款
（lex

 co
m

m
iso

ria

）
の
制
度
も
存
在
し
、
買
主
が
適
時
に
売

買
代
金
を
支
払
ゎ
な
い
場
合
に
は
、
売
主
は
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（D

.1
8
,3

）
。
そ
し
て
、
こ
の
ロ

ー
マ
法
に
お
け
る
失
権
約
款
は
、
普
通
法
時
代
の
所
有
権
留
保
契
約
（p

actu
m

 rese
rv

ati d
o

m
in

ii.

以
下
、p

rd

と
略
記
す
る
）
ゃ
近
代
の
所

有
権
留
保
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
五
五
条
）
と
同
様
の
機
能
を
有
し
、
第
一
義
的
に
、
割
賦
払
い
に
よ
る
売
買
契
約
の
場
合
に
合
意
さ
れ
た
も
の

と
解
さ
れ
て
い
る(

7)

。 
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結
局
、
ロ
ー
マ
法
に
は
所
有
権
留
保
制
度
そ
れ
自
体
は
な
か
っ
た(

8)

の
で
あ
る
が
、
代
金
未
払
で
引
渡
し
を
受
け
た
買
主
は
、
売

主
に
売
買
代
金
債
権
の
担
保
を
提
供
す
る
か
、
使
用
賃
借
人
と
し
て
賃
借
す
る
な
ど
の
方
法
が
採
ら
れ
、
こ
れ
と
失
権
約
款
が
結
び

付
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
売
主
保
護
の
た
め
の
信
用
担
保
制
度
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

次
に
、
普
通
法
に
お
け
る
所
有
権
留
保
の
起
源
に
つ
い
て
は
争
ゎ
れ
て
い
る
。
多
数
説
は
、p

rd

の
合
意
を
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ゔ
ヌ
ス
帝

の
ロ
ー
マ
法
大
全
上
の
権
利
に
よ
っ
て
根
拠
付
け
よ
う
と
し
て
き
た
が
、
他
方
で
は
、
第
一
義
的
に
、
ド
ゕ
ツ
の
地
方
法
（territo

riale

s R
ech

t

）
の
産
物
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
あ
っ
た(

9)

。 

 

普
通
法
に
お
け
るp

rd
は
、
確
か
に
、
給
付
者
信
用
（L

iefe
ran

te
n

k
red

it

）
の
現
象
（E

rsch
ein

u
n
g

）
で
は
あ
っ
た
が
、
現
行
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第

四
五
五
条
の
よ
う
に
動
産
売
買
に
関
す
る
制
度
で
は
な
く
、
近
代
の
残
売
買
代
金
抵
当
（R

estk
au

fg
eld

h
y
p

o
th

ek

）
に
匹
敵
す
る
不
動
産

売
買
の
現
象
で
あ
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る(

10)

。 

 
p
rd

が
登
場
し
た
最
初
の
法
律
は
、
一
六
一
一
年
一
一
月
二
日
の
辺
境
伯
の
上
部
ラ
ゖ
ジ
ッ
ツ
に
関
す
る
公
務
員
及
び
裁
判
所
法
（A

m
ts- u

n
d
 G

eric
h
tso

rd
n
u

n
g
 fü

r d
a
s M

ark
g
rafe

n
tu

m
 O

b
erlau

sitz v
o

m
 2

.1
1
.1

6
1
1

）(

11)

と
、
一
六
二
二
年
七
月
二
八
日
の
ク
ー
ル
ザ
ク
セ
ン
の

訴
訟
及
び
裁
判
所
法
（C

h
u
rsäch

sisch
e
 P

ro
cess- u

n
d
 G

erich
tso

rd
n
u

n
g

 v
o

m
 2

8
.7

.1
6
2

2

）(

12)

で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る(

13)

。
右
の
上
部
ラ

ゖ
ジ
ッ
ツ
地
方
法
の
規
定
に
よ
る
と
、
債
権
者
は
五
等
級
に
分
け
ら
れ
、
第
一
等
級
の
債
権
者
が
最
優
先
順
位
の
弁
済
権
を
与
え
ら

れ
て
い
た
。
即
ち
、
「
…
売
買
の
場
合
に
お
い
て
、
土
地
（G

u
t

）
が
先
に
買
主
に
引
き
渡
さ
れ
る
と
き
は
、
直
ち
に
、
引
き
続
く
売

買
代
金
を
理
由
と
し
て
、
絶
え
間
な
く
続
く
売
却
物
上
の
担
保
が
売
主
に
留
保
さ
れ
、
斯
様
な
売
買
は
契
約
書
に
よ
っ
て
更
に
正
当

で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
債
務
者
が
将
来
獲
得
す
る
で
あ
ろ
う
全
て
の
財
産
が
同
様
に
密
か
に
あ
る
い
は
公
然
と
質
入
れ
さ
れ
、

こ
れ
と
並
ん
で
特
権
を
与
え
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
、
全
て
の
債
権
者
に
先
立
っ
て
、
斯
様
な
土
地
か
ら
売
買
代
金
の
支
払

を
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
債
務
者
が
売
主
に
質
入
れ
さ
れ
る
と
い
う
負
担
及
び
条
件
付
で
原
始
的
に
土
地
を
受
領
す
る
場
合
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に
は
、
債
務
者
の
他
の
債
権
者
も
、
売
主
に
先
立
っ
て
は
誰
一
人
と
し
て
権
利
を
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
故
、
土
地
の
売

買
の
場
合
に
お
い
て
、
あ
る
人
が
、
売
買
代
金
の
支
払
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
埋
め
合
ゎ
せ
の
た
め
に
買
主
に
注
意
を
向
け
た
と
い

う
よ
り
は
、
土
地
に
注
意
を
向
け
た
と
き
、
ま
た
、
彼
が
支
払
を
受
け
な
い
事
案
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
た
め
に
公
然
と
そ
の
土
地

の
所
有
権
を
留
保
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
様
に
そ
の
中
で
質
権
設
定
が
考
え
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
彼
は
、
他
の
全
て
の
債
権
者

に
先
立
っ
て
、
当
然
に
支
払
を
受
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
…
」
と
い
う
規
定
で
あ
る(

14)

。 

 

右
の
規
定
は
、
抵
当
留
保
契
約
（p

actu
m

 reserv
atae h

y
p
o
th

eca
e

）
と
も
い
ゎ
れ
る
売
主
質
権
（V

erk
äferp

fan
d
rech

t

）
を
定
め
た
も
の
で

あ
り
、
将
来
獲
得
す
べ
き
目
的
物
を
も
同
時
に
把
握
す
べ
き
買
主
の
古
代
の
包
括
質
入
れ
（G

en
eralv

erp
fän

d
u
n
g

）
に
対
す
る
優
先
権
を

有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
斯
様
な
ロ
ー
マ
法
を
継
受
し
た
普
通
法
な
い
し
ラ
ン
ト
法
の
規
定
の
中
に
所
有
権
留
保
が
存
在
し
て
い
た

の
で
あ
る(

15)

。 

 

次
に
、
現
行
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
段
階
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。 

 

ま
ず
、
第
一
草
案
に
お
い
て
は
、
売
買
代
金
の
た
め
に
す
る
売
主
の
担
保
と
し
てp

rd

が
意
識
さ
れ
て
は
い
る
が
、
古
代
の
理
論
は

当
事
者
が
債
権
的
な
質
権
の
正
権
原
（P

fan
d

re
ch

tstite
l

）
を
合
意
し
た
と
き
は
買
主
が
売
主
に
対
し
て
物
権
法
上
の
原
則
に
よ
り
買
主

に
譲
渡
さ
れ
た
売
買
目
的
物
に
対
す
る
質
権
設
定
に
協
力
す
べ
き
義
務
を
負
う
と
い
う
質
権
の
留
保
で
あ
り
、
こ
れ
を
採
用
し
な
い

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
、
物
権
的
な
法
律
行
為
を
考
え
た
場
合
、
疑
ゎ
し
い
と
き
は
解
除
条
件
も
し
く
は
停
止
条
件

の
意
義
が
存
在
す
る
と
い
う
点
で
争
い
が
あ
る
も
の
の
、
債
務
法
に
つ
い
て
は
関
係
が
な
く
、
こ
の
点
は
物
権
的
法
律
行
為
に
影
響

を
及
ぼ
し
う
る
だ
け
で
あ
る
と
解
さ
れ
た
結
果
、
所
有
権
留
保
に
関
し
て
は
何
ら
議
論
の
進
展
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る(

16)

。 

 

次
に
、
第
二
草
案
に
お
い
て
は
、
ま
ず
第
一
提
案
と
し
て
、
「
動
産
の
売
主
が
売
買
契
約
に
基
づ
く
自
己
の
請
求
権
を
担
保
す
る

た
め
物
の
所
有
権
を
留
保
し
た
場
合
に
お
い
て
、
買
主
に
物
の
引
渡
し
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
不
履
行
に
よ
る
契
約
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解
除
権
が
留
保
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
」
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
、
第
二
提
案
と
し
て
、
「
動
産
の
売
買
に
お
い
て
売
主
が
売
買
代

金
の
支
払
ま
で
買
主
に
引
き
渡
し
た
物
の
所
有
権
を
留
保
し
た
場
合
に
お
い
て
、
疑
ゎ
し
い
と
き
は
、
売
買
代
金
の
完
済
を
停
止
条

件
と
し
て
、
こ
の
物
を
買
主
に
譲
渡
し
た
も
の
と
し
、
買
主
が
支
払
を
以
て
遅
滞
に
陥
っ
た
と
き
は
、
売
主
は
契
約
を
解
除
す
る
権

利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
、
更
に
、
こ
の
第
二
提
案
に
は
、
復
提
案
と
し
て
、
「
停
止
条
件
と
し
て
」
と

い
う
文
言
は
「
解
除
条
件
と
し
て
」
と
い
う
文
言
と
取
り
替
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
案
も
な
さ
れ
た(

17)

。 

 

こ
の
審
議
過
程
に
お
い
て
、
右
第
一
提
案
は
、
買
主
が
自
己
の
債
務
を
履
行
し
な
い
と
き
は
売
買
契
約
を
解
除
す
る
と
い
う
こ
と

を
売
主
が
留
保
し
た
も
の
と
み
な
す
と
い
う
点
に
お
い
て
、
任
意
規
定
（D

isp
o
sitiv

v
o

rsch
rift

）
を
立
案
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
把
握
さ
れ
、

第
二
提
案
は
、
売
買
代
金
の
完
済
を
停
止
条
件
と
し
て
所
有
権
が
買
主
に
譲
渡
さ
れ
る
と
い
う
物
権
的
な
意
味
を
所
有
権
留
保
に
付

加
し
つ
つ
、
加
え
て
、
買
主
が
支
払
遅
滞
に
陥
っ
た
場
合
に
は
、
債
権
的
な
関
係
に
よ
っ
て
、
売
買
契
約
を
解
除
す
る
権
限
を
売
主

に
与
え
る
と
い
う
こ
と
を
宣
言
す
る
解
釈
規
定
（A

u
sleg

u
n
g
sreg

el

）
で
あ
る
と
把
握
さ
れ
て
い
る(

18)

。
そ
し
て
、
右
第
一
提
案
に
よ
る

と
、
売
買
契
約
に
お
け
る
所
有
権
留
保
の
債
権
的
効
果
だ
け
が
決
せ
ら
れ
、
物
権
的
効
果
が
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
不
十
分
で

あ
り
、
ま
た
、
当
事
者
意
思
の
方
向
は
既
に
契
約
内
容
か
ら
あ
る
程
度
ま
で
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
不
十
分
に
表
明
さ
れ

た
当
事
者
の
意
図
を
解
釈
規
定
の
樹
立
に
よ
っ
て
補
充
す
る
こ
と
で
十
分
で
あ
る
と
解
さ
れ
た
結
果
、
第
二
提
案
を
採
用
す
る
方
向

で
審
議
が
進
め
ら
れ
た
。
更
に
、
動
産
所
有
権
の
条
件
付
譲
渡
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
支
払
不
能
状
況
に
陥
っ
た
買
主
と
直
面

す
る
売
主
が
で
き
る
だ
け
損
失
を
被
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
売
買
代
金
の
支
払
ま
で
売
却
物
の
所
有
権
を
留
保
す
る
と
い
う
意

味
が
誤
解
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
特
に
割
賦
販
売
の
場
合
に
は
、
売
買
目
的
物
の
所
有
権
が
売
買
代
金
の
完
済
ま
で
売
主
に
留
保
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
こ
そ
、
売
主
の
正
当
な
要
求
で
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
た
結
果
、
復
提
案
は
排
除
さ
れ(

19)

、
現
行
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
五
五
条

の
外
形
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。 
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註(

4)

こ
の
規
定
は
、tab

u
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1

と
し
て
分
類
整
理
さ
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（v

g
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rs/K
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ö
m
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b
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p
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仮
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て
は
、U
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3
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6
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1
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ぞ
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定
さ
れ
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en
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d
n
r.1

. 

 

註(

9)

こ
の
理
論
上
の
議
論
の
状
況
に
つ
い
て
は
、G

o
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 S
ch

iem
ann

,Ü
b
er d

ie F
u
n
k
tio

n
 d
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actu
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 reserv
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o
m
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 d
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シ
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よ
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行
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留
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規
定
に
内
在
す
る
消
費
者
信
用
（K

o
n
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m
en

ten
k
re

d
it

）
と
い
う
考
え
方
は
普
通
法
の
眼
中
に
は
存
在
せ
ず
、
プ
ロ
ゕ
セ
ン
ゃ
ザ
ク
セ
ン
の
家
具
買
取
使
用
貸
借
契
約
（M

ö
b
elleih

v
ertrag

[

「
家

具
質
入
れ
」
か
？]

）
ゃ
、
一
八
九
四
年
五
月
四
日
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割
賦
販
売
法
（G

esetz b
etreffen

d
 d

ie A
b
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lu
n
g
sg
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äfte v

o
m

 1
6
.M
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8
9
4

）

に
お
い
て
初
め
て
現
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。 

 

註(

11)C
o
d
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註(
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註(

19)P
ro
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k
o
lle

Ⅱ,a.a.O
.

（F
n
.1

7

）,S
.8
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五 

従
来
の
判
例
及
び
裁
判
例
の
検
討 

 

既
に
提
起
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
ラ
ゕ
ヒ
最
高
裁
ゃ
当
時
の
上
級
地
裁
の
判
例
は
見
当
た
ら
な
い
が(

20)

、
当
時
の
地
裁
・
区
裁
段

階
の
裁
判
例
は
、
割
賦
販
売
に
よ
る
所
有
権
留
保
売
買
に
お
い
て
、
売
買
代
金
債
権
が
時
効
消
滅
し
た
場
合
に
は
、
当
事
者
の
意
思

に
従
い
、
所
有
権
留
保
が
そ
の
目
的
及
び
効
力
を
失
う
結
果
、
留
保
売
主
は
売
買
目
的
物
の
返
還
を
請
求
し
え
な
い
も
の
と
解
し
て

い
た
り(

21)

、
あ
る
い
は
、
売
買
代
金
債
権
の
消
滅
時
効
は
所
有
権
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
の
消
滅
時
効
を
も
た
ら
す
も
の
と
解
し
て
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い
た(

22)

。 

 
こ
の
ラ
ゕ
ヒ
最
高
裁
時
代
の
下
級
審
裁
判
例
の
趨
勢
は
、
戦
後
の
下
級
審
裁
判
例
に
も
多
大
な
る
影
響
を
与
え
て
お
り
、
売
買
代

金
債
権
が
時
効
消
滅
し
、
買
主
が
こ
れ
を
援
用
し
た
と
き
に
は
、
も
は
ゃ
買
主
は
遅
滞
で
は
な
く
な
る
結
果
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
八
六
条

が
優
先
適
用
さ
れ
る
以
上
、
売
主
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
五
五
条
に
よ
る
解
除
権
を
失
い
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
八
五
条
に
よ
る
所
有
権
に
基
づ
く

返
還
請
求
権
を
行
使
し
え
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た(23

)

。
し
か
し
、
留
保
売
主
の
返
還
請
求
権
を
否
定
し
て
い
た
、
こ
の
戦
前
か
ら

戦
後
に
か
け
て
の
下
級
審
裁
判
例
の
趨
勢
に
対
し
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
所
有
権
留
保
と
質
権
ゃ
譲
渡
担
保
権
と
の
類
似
性
に

着
目
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
の
準
用
な
い
し
類
推
適
用
に
よ
り
、
留
保
売
主
の
所
有
権
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
八
五

条
）
を
認
容
し
、
既
に
下
級
審
段
階
に
お
い
て
確
立
し
て
い
た
判
例
法
理
を
覆
す
に
至
っ
た(

24)

。 

 

本
判
決
は
、
こ
の
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
例
（B

G
H

Z
3

4
,1

9
1

）
を
踏
襲
し
、
連
邦
通
常
裁
判
所
が
、
売
買
代
金
債
権
の
時
効
消
滅
後

に
お
け
る
留
保
売
主
の
目
的
物
返
還
請
求
権
を
認
め
る
理
由
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
の
準
用
な
い
し
類
推
適
用
論
を
採
用
す

る
立
場
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
判
決
に
反
対
す
る
判
例
も
あ
る(

25)

。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
連
邦
通
常
裁
判
所
の
趨
勢
は
、
本
判
決
以
前
に
お
い
て
も
、
下
級
審
裁
判
例
に
お
い
て
既

に
発
展
し
て
お
り
、
即
ち
、
割
賦
販
売
法
の
適
用
あ
る
所
有
権
留
保
売
買
の
事
案
に
お
い
て
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
二
項
の
類
推

適
用
に
よ
り
、
留
保
売
主
に
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
八
五
条
に
よ
る
所
有
権
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
を
認
容
す
る
も
の
が
現
れ(

26)

、
そ
の
後
、

本
判
決
以
後
の
連
邦
通
常
裁
判
所
も
同
様
の
考
え
方
を
採
用
す
る
に
至
っ
て
い
る(

27)

。
し
た
が
っ
て
、
本
判
決
に
お
い
て
問
題
と
な

っ
た
留
保
売
主
の
返
還
請
求
権
と
い
う
問
題
は
、
今
日
で
は
、
割
賦
販
売
法
が
発
展
的
に
解
消
さ
れ
た
消
費
者
信
用
法
（
一
九
九
一
年

一
月
一
日
施
行
）
の
適
用
あ
る
割
賦
販
売
に
お
い
て
も
、
同
様
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る(

28)

。 

 

最
後
に
、
本
判
決
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
七
〇
年
七
月
一
日
判
決
（B

G
H

Z
5
4
,2

1
4

）
を
引
用
し
、
こ
の
判
例
と
法
的
構
成
が
全
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く
異
な
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る(

29)

連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
六
一
年
一
月
二
四
日
判
決
（B

G
H

Z
3
4
,1

9
1

）
と
の
理
論
的
整
合
性
を
図
ろ

う
と
し
て
い
る
。 

 
前
者
は
、
所
有
権
留
保
契
約
の
解
除
と
留
保
商
品
の
返
還
請
求
権
の
事
案
で
あ
り
、
一
見
す
る
と
、
後
者
ゃ
本
判
決
の
事
案
と
は

全
く
別
物
と
感
じ
る
が
、
後
者
ゃ
本
判
決
の
事
案
を
売
買
代
金
債
権
の
時
効
消
滅
に
よ
る
契
約
関
係
解
消
後
に
お
け
る
留
保
商
品
の

返
還
請
求
権
の
問
題
と
解
す
る
場
合
に
は
、
近
接
事
案
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
前
者
は
、
所
有
権
留
保
の
目
的

を
、
売
買
代
金
債
権
の
担
保
で
は
な
く
、
売
買
契
約
解
消
後
の
清
算
の
担
保
で
あ
る
と
い
う
法
的
構
成
を
採
っ
て
お
り(

30)

、
後
者
が
、

所
有
権
留
保
の
目
的
を
、
質
権
ゃ
譲
渡
担
保
権
と
同
様
、
買
主
に
支
払
の
き
っ
か
け
を
作
り
、
支
払
な
き
場
合
に
は
売
主
を
担
保
す

る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
法
的
構
成
を
採
っ
て
い
る(

31)

こ
と
か
ら
、
両
者
の
法
的
構
成
を
基
本
的
に
同
じ
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
し
か
も
、
前
者
は
、
解
除
に
依
拠
し
な
い
取
戻
権
を
認
め
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
判
例
で
あ
り
、
後
者
は
、
傍
論
で
は

あ
る
が
、
解
除
に
依
拠
し
な
い
取
戻
権
を
認
め
る
立
場
を
採
っ
て
い
る(

32)

関
係
上
、
両
者
の
法
的
構
成
を
同
じ
も
の
と
見
よ
う
と
す

る
本
判
決
の
考
え
方
に
は
、
何
か
奇
異
的
な
も
の
を
感
じ
る
。
確
か
に
、
両
者
は
同
一
民
事
部
（
第
八
民
事
部
）
の
判
決
で
あ
り
、
判

例
法
上
の
整
合
性
を
図
り
た
い
と
い
う
願
望
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
基
本
的
に
立
場
に
違
い
の
あ
る
考
え
方
を
同
じ
方
向
に
あ

る
も
の
と
解
す
る
こ
と
に
は
、
ゃ
は
り
無
理
が
あ
る
も
の
と
言
ゎ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う(

33)

。 

  

註(

20)V
g
l.A

.B
lo

m
ey

er,A
n
sp

ru
ch

sv
erjäh

ru
n
g

 u
n
d
 d

in
g
lich

e S
ich

erh
eiten

,JZ
1
9
5

9
,S

.1
5

,F
n
.2

. 
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6
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.1
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3
8
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6
6
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ö
n
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l.L
G
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ⅠB
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6
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2
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9
0
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G
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9
0
5
,1

1
3
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G
.B
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9
3
5
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1
9
3
5
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2
1
8
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註(

23)L
G

.K
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0
.1

9
5
5
,M

D
R

1
9
5
6
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7
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G
.H
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e
n
,1

3
.1

0
.1

9
5
5
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JW
1
9

5
6
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1
3
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G
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9
5
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1
9
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註(

24)B
G

H
,2

4
.1

.1
9
6

1
,B

G
H

Z
3

4
,1

9
1

.

し
か
し
、
そ
の
後
も
下
級
審
の
裁
判
例
は
、
従
来
の
下
級
審
の
趨
勢
に
従
い
、
所
有
権
留
保
売
買
を
Ｂ
Ｇ
Ｂ

第
一
九
六
条
一
項
の
日
常
的
法
律
行
為
と
み
な
し
、
売
買
代
金
債
権
を
二
年
と
い
う
短
期
消
滅
時
効
に
服
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
留
保
所
有
者

の
返
還
請
求
権
も
こ
の
短
期
消
滅
時
効
に
服
さ
せ
る
こ
と
が
当
事
者
の
通
常
の
意
思
に
合
致
す
る
も
の
と
解
し
、
売
買
代
金
債
権
の
時
効
消
滅
後
、

留
保
売
主
が
物
権
的
返
還
請
求
権
を
行
使
し
た
場
合
で
も
、
買
主
は
消
滅
時
効
の
抗
弁
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
判
示
し
て
い
る
（L

G
.D

et

m
o
ld

,3
.1

1
.1

9
6
5
,M

D
R

1
9
6
6

,2
3
3

）
。 

 

註(

25)B
G

H
,1

2
.7

.1
9
6
7
,B

G
H

Z
4

8
,2

4
9
.

こ
の
判
決
は
、
割
賦
販
売
法
の
適
用
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
留
保
売
主
の
代
金
請
求
権
が
時
効
消
滅
し
て
も
、

割
賦
販
売
法
第
二
条
に
よ
る
買
主
の
既
払
い
代
金
と
物
の
使
用
料
と
の
差
額
分
の
損
害
賠
償
請
求
権
は
時
効
消
滅
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
傍
論
に
お
い
て
、
割
賦
販
売
法
の
適
用
の
な
い
場
合
に
は
、
売
主
に
は
何
ら
の
請
求
権
も
な
い
も
の
と
判
示
し
て
い
る
。 

 

註(

26)L
G

.M
ü
n
ch

e
n

Ⅰ,6
./8

.1
0
.1

9
6

5
,N

JW
1
9
6
5
,2

3
5
3
. 

 

註(

27)B
G

H
,4

.7
.1

9
7
9
,N

JW
1
9

7
9
,2

1
9
5

.

こ
の
判
決
は
、
更
に
、
買
主
に
は
既
払
代
金
の
求
償
権
は
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
き
、
一
応
こ
れ
を
肯

定
し
た
上
で
、買
主
が
占
有
し
使
用
し
て
き
た
と
い
う
事
実
を
も
考
慮
に
入
れ
、割
賦
販
売
法
二
条
一
項
二
文
（
使
用
収
益
に
よ
る
減
価
の
補
償
）
、

五
条
（
留
保
物
の
取
戻
し
と
解
除
の
擬
制
）
を
適
用
し
、
か
つ
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
三
九
〇
条
二
文
（
時
効
消
滅
し
た
債
権
の
相
殺
適
状
）
を
類
推
適
用

し
て
、
売
買
代
金
請
求
権
が
時
効
消
滅
す
る
ま
で
の
期
間
中
の
使
用
料
と
債
権
額
と
を
差
し
引
き
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
し
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
つ
き
、
従
来
の
判
例
も
若
干
の
指
摘
は
し
て
い
る
も
の
の
（B

G
H

Z
4
8
,2

4
9
[F

n
.2

5
]

）
、
使
用
料
と
の
相
殺
に
つ
き
、
明
確
な
理
由
付

け
を
も
っ
て
判
示
し
た
の
は
、
こ
の
一
九
七
九
年
判
決
が
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
判
例
法
上
の
意
義
が
あ
る
。 

 

註(

28)S
tau

d
in

g
er/H

o
n
sell,a.a.O

（F
n
.2

）,§
4
5
5

B
G

B
.R

d
n
r.2

1
. 

 

註(

29)J.B
lo

m
ey

er,a
.a.O

.

（F
n
.2

）,JZ
1
9
7
1
,S

.1
8
6
[1

8
7

]. 
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1
4
,[2

1
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註(

31)B
G

H
Z

3
4
,1

9
1
,[1

9
8
]. 

 
註(

32)B
G

H
Z

3
4
,1

9
1
,[1

9
7
]. 

 

註(
33)

斯
様
な
指
摘
を
す
る
学
説
と
し
て
、J.B

lo
m

e
y
er,a.a.O

.

（F
n
.2

）,JZ
1

9
7
1
,S

.1
8
6
[1

8
7
]

が
あ
る
。
即
ち
、
Ｊ
・
ブ
ロ
マ
ゕ
ヤ
ー
教
授
は
、B

G
H

Z
5
4
,2

1
4

判
決
は
解
除
に
依
拠
し
な
い
取
戻
権
を
認
め
ず
、B

G
H

Z
3

4
,1

9
1

判
決
は
こ
れ
を
認
め
て
い
る
点
に
お
い
て
、
前
者
は
後
者
と
は
手
を
切

っ
て
い
る
も
の
と
指
摘
し
た
上
で
、
そ
も
そ
も
、
売
買
代
金
債
権
が
時
効
消
滅
し
た
場
合
に
は
、
予
め
発
生
し
た
買
主
の
履
行
遅
滞
は
治
癒
さ
れ
、

留
保
売
主
は
解
除
し
え
な
く
な
る
関
係
上
、
も
は
ゃ
「
契
約
解
消
の
際
に
売
主
に
与
え
ら
れ
る
権
利
」
は
な
く
な
り
、
買
主
の
占
有
権
だ
け
が
残

る
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
前
者
の
理
論
構
成
の
方
が
適
切
で
あ
る
旨
を
主
張
し
て
お
ら
れ
る
。 

 
 

 

な
お
、
本
判
決
（B

G
H

Z
7
0
,9

6

）
を
含
む
判
例
法
理
の
詳
細
は
、
拙
稿
「
ド
ゕ
ツ
民
法
に
お
け
る
所
有
権
留
保
売
主
の
返
還
請
求
権
―
判
例
の

体
系
的
考
察
―
」
地
域
政
策
研
究
（
高
崎
経
済
大
学
）
一
巻
三
号
（
一
九
九
九
年
七
月
）
一
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 
 
 

六 

学
説
の
検
討 

 

次
に
学
説
に
目
を
転
ず
る
と
、
本
判
決
の
問
題
に
関
し
て
、
学
説
は
、
当
初
か
ら
留
保
売
主
の
返
還
請
求
権
を
肯
定
す
る
立
場
を

取
る
も
の
が
多
数
説
を
形
成
し
て
き
た
。
こ
の
肯
定
説
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
の
準
用
な
い
し
類
推
適
用
説

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
所
有
権
留
保
の
目
的
を
売
買
代
金
債
権
の
担
保
と
解
し
、
所
有
権
留
保
と
質
権
ゃ
譲
渡
担
保
権
と

の
類
似
性
を
認
め
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
八
五
条
に
よ
り
、
留
保
売
主
の
所
有
権
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
を
根
拠
付
け
る
考
え
方
で
あ
る(

34)

。 

 

た
だ
、
こ
の
肯
定
説
も
い
く
つ
か
に
分
か
れ
て
お
り
、
ま
ず
第
一
説
と
し
て
、
買
主
の
消
滅
時
効
の
抗
弁
は
、
普
通
法
ゃ
プ
ロ
ゕ

セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
（
Ａ
Ｌ
Ｒ
）
時
代
か
ら
、
債
権
者
が
既
に
有
す
る
物
的
権
利
を
債
権
者
か
ら
奪
う
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
一
般
的
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に
承
認
さ
れ
た
法
的
状
況
を
質
権
に
関
し
て
規
定
し
た
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
一
項
は
、
占
有
質
の
み
な
ら
ず
、
使
用
賃
貸
人
ゃ
用
益

賃
貸
人
の
質
権
の
如
き
非
占
有
法
定
質
権
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
五
五
九
条
‐
第
五
六
三
条
、
第
五
八
〇
条
、
第
五
八
一
条
二
項
参
照
。
日
本
民
法
に
お
け

る
不
動
産
賃
貸
の
先
取
特
権[

第
三
一
二
条]

に
類
似
し
て
い
る
）
に
も
適
用
が
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
こ
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
一
項
を
所
有

権
留
保
に
も
類
推
適
用
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る(

35)

。 

 

次
に
第
二
説
と
し
て
、
質
権
に
対
し
て
優
位
を
獲
得
し
て
い
る
占
有
改
定
に
よ
る
譲
渡
担
保
と
所
有
権
留
保
と
の
類
似
性
に
着
目

し
た
上
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
二
項
を
類
推
適
用
し
、
留
保
売
主
の
返
還
請
求
権
を
認
め
る
考
え
方
が
あ
る(

36)

。 

 

更
に
第
三
説
と
し
て
、
ま
ず
留
保
売
主
に
は
完
全
な
所
有
権
が
存
す
る
と
い
う
点
に
着
目
し
、
こ
の
点
で
質
権
よ
り
も
強
力
な
担

保
手
段
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
質
権
者
を
優
遇
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
一
項
を
適
用
し
、
売
買
代
金
債
権
の
時
効
消
滅
後

で
あ
っ
て
も
、
所
有
権
留
保
は
消
滅
せ
ず
、
留
保
売
主
が
留
保
商
品
を
取
り
戻
し
た
上
で
換
価
す
る
こ
と
を
認
め
、
ま
た
、
買
主
の

占
有
権
と
の
関
係
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
二
項
に
よ
り
、
譲
渡
担
保
の
被
担
保
債
権
の
時
効
消
滅
後
は
、
間
接
占
有
者
た

る
担
保
物
受
領
者
（
譲
渡
担
保
権
者
）
が
担
保
物
を
換
価
す
る
た
め
、
直
接
占
有
者
た
る
担
保
物
提
供
者
（
設
定
者
）
に
対
し
て
担
保
物

の
引
渡
し
を
請
求
し
う
る
、
つ
ま
り
、
設
定
者
は
占
有
権
を
失
う
以
上
、
債
権
担
保
の
た
め
に
信
託
的
に
結
合
し
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
所
有
権
（
担
保
所
有
権
）
に
適
用
さ
れ
る
規
範
は
信
託
的
に
結
合
し
て
い
な
い
所
有
権
（
留
保
所
有
権
）
に
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
解
し
、
所
有
権
留
保
売
買
の
買
主
は
売
買
代
金
債
権
の
消
滅
時
効
を
援
用
す
る
と
同
時
に
占
有
権
を
失
い
、
そ
の
結
果
、
留
保

売
主
の
返
還
請
求
権
を
認
め
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る(

37)

。 

 

し
か
し
、
こ
れ
ら
伝
統
的
な
肯
定
説
に
対
し
て
反
対
す
る
近
時
の
有
力
説
も
存
在
す
る
。 

 

ま
ず
第
四
説
と
し
て
、
そ
も
そ
も
所
有
権
留
保
の
目
的
は
売
買
代
金
債
権
の
担
保
で
は
な
く
、
解
除
の
場
合
に
つ
き
相
手
方
の
契

約
違
背
を
理
由
と
し
て
与
え
ら
れ
る
潜
在
的
な
求
償
権
を
担
保
す
る
も
の
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
売
買
代
金
債
権
の
時
効
消
滅
後
は
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買
主
の
遅
滞
は
治
癒
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
留
保
売
主
に
は
解
除
権
も
返
還
請
求
権
も
な
い
も
の
と
解
す
る
考
え
方
が
あ
る(

38)

。
ま
た
、

同
様
に
、
所
有
権
留
保
の
目
的
を
清
算
の
保
護
と
解
し
、
売
買
代
金
債
権
の
時
効
消
滅
後
は
不
履
行
が
も
は
ゃ
債
務
者
の
責
任
領
域

に
な
い
以
上
、
買
主
の
遅
滞
は
終
結
す
る
も
の
と
解
す
る
結
果
と
し
て
、
留
保
売
主
が
買
主
の
意
思
に
反
し
て
清
算
を
実
行
で
き
な

い
と
き
に
は
、
売
買
代
金
債
権
の
時
効
消
滅
後
は
、
占
有
権
は
買
主
に
留
ま
る
べ
き
も
の
と
解
す
る
考
え
方
も
あ
る(

39)

。 

 

次
に
第
五
説
と
し
て
、
肯
定
説
が
買
主
の
消
滅
時
効
の
援
用
に
よ
り
買
主
が
占
有
権
を
失
う
と
解
し
て
い
る
点
に
異
議
を
唱
え
、

買
主
の
占
有
権
は
売
買
契
約
に
お
け
る
履
行
請
求
権
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
買
主
に
こ
の
履
行
請
求
権
が
存
続
す
る
限
り
、
買
主

に
は
物
を
保
持
す
る
権
限
が
あ
る
も
の
と
解
し
、
買
主
が
消
滅
時
効
の
抗
弁
を
唱
え
る
と
、
買
主
は
こ
の
履
行
請
求
権
を
失
う
と
い

う
点
か
ら
出
発
す
れ
ば
通
説
は
維
持
で
き
る
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
理
由
が
な
く
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
こ
の
問
題
は
、
当
事
者
の
契

約
関
係
を
類
推
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
り
、
質
権
ゃ
譲
渡
担
保
権
を
類
推
し
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
問
題
で

は
な
い
と
解
す
る
考
え
方
が
あ
る(

40)

。 

 

本
判
決
は
、
以
上
の
学
説
の
う
ち
、
伝
統
的
な
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
二
項
の
類
推
適
用
説
に
倣
い
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
八
五
条
に
よ
る

留
保
売
主
の
所
有
権
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
を
肯
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
売
買
代
金
債
権
が
時
効
消
滅
し
て
も
、
留
保
売
主
に
は
完

全
な
る
所
有
権
が
残
り
、
買
主
の
占
有
権
は
売
主
が
売
買
代
金
の
完
済
を
停
止
条
件
と
し
て
所
有
権
を
移
転
す
る
前
提
と
し
て
の
先

給
付
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
前
提
が
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
以
上
、
買
主
の
占
有
権
は
存
在
根
拠
を
失

う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
従
来
の
肯
定
説
の
考
え
方
を
容
れ
た
本
判
決
の
考
え
方
は
妥
当
で
あ
る
も
の

と
思
ゎ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
債
務
法
改
正
委
員
会
草
案
は
、
留
保
売
主
の
返
還
請
求
権
を
認
め
る
提
案
を
行
い
、

立
法
的
解
決
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る(

41)

。
な
お
、
学
説
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
本
稿
で
は
十
分
に
論
じ
尽
く
せ
な
い

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
近
い
将
来
に
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。 
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註(
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こ
の
肯
定
説
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紹
介
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い
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n
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分
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授
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こ
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Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
一
項
は
単
純
に
譲
渡
担
保
に
ま
で

拡
張
さ
れ
ず
、
譲
渡
担
保
に
関
し
て
は
同
条
二
項
が
請
求
権
の
時
効
消
滅
後
に
お
け
る
債
務
者
の
受
戻
請
求
を
排
除
し
て
い
る
が
、
起
草
者
に
よ

る
と
、
こ
の
両
規
定
は
同
一
の
考
え
方
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
、
債
権
が
質
権
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
か
、
権
利
の
譲
渡
に
よ
っ
て
担

保
さ
れ
る
か
は
差
異
に
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
は
経
済
的
に
見
て
本
質
的
に
同
等
で
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
（M

o
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e zu
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e
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n
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u
rfe ein
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erlich
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n
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ch
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れ
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七 

む
す
び
に
か
え
て
―
日
本
法
へ
の
適
用
と
示
唆
― 

  

本
稿
に
お
い
て
論
じ
て
き
た
問
題
を
我
が
国
の
民
法
学
説
上
の
法
的
構
成
に
適
用
す
る
場
合
に
は
、
幾
つ
か
問
題
が
あ
る
。 

 

ま
ず
、
我
が
国
に
お
け
る
所
有
権
留
保
に
関
す
る
多
数
説
と
い
ゎ
れ
て
い
る
担
保
権
的
構
成
説
を
採
る
と
、
解
除
に
よ
る
目
的
物

の
返
還
請
求
は
担
保
権
の
実
行
と
し
て
許
容
さ
れ
る
が(

42)

、
目
的
物
の
利
用
関
係
に
つ
い
て
は
買
主
が
実
質
的
な
所
有
者
で
あ
る
と

構
成
さ
れ
て
い
る
の
で(

43)

、
売
買
代
金
債
権
が
時
効
消
滅
し
、
買
主
の
代
金
支
払
義
務
が
消
滅
す
る
と
、
当
然
の
如
く
担
保
権
に
過

ぎ
な
い
留
保
所
有
権
は
消
滅
し
、
買
主
に
所
有
権
が
移
転
す
る
と
い
う
結
論
に
な
り
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
帰
結
は
妥
当
で
は
な
い
。

買
主
は
、
元
々
履
行
を
遅
滞
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
売
買
代
金
債
権
が
短
期
で
時
効
消
滅
し
た
こ
と
に
よ
る
時
効
利
益
の
享
受
だ
け

は
認
め
る
と
し
て
も
、
所
有
権
留
保
の
場
合
に
は
、
時
効
の
援
用
に
よ
っ
て
支
払
義
務
を
免
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
更
に
目
的
物

の
所
有
権
ま
で
取
得
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
頭
金
な
い
し
少
額
の
代
金
支
払
だ
け
で
商
品
の
所
有
権
を

取
得
す
る
と
い
う
ま
さ
に
棚
ぼ
た
式
の
利
益
を
買
主
に
得
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
売
主
の
不
利
益
に
比
し
、
買
主
を
そ
こ
ま
で
優
遇

す
る
理
由
は
見
い
出
し
難
い
か
ら
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
所
有
権
留
保
に
お
い
て
は
、
買
主
を
実
質
的
な
所
有
者
と
構
成
す
る
と
斯
様
な
不
適
切
な
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
る
関

係
上
、
ゃ
は
り
買
主
は
将
来
所
有
権
を
取
得
す
る
と
い
う
期
待
を
留
保
し
た
占
有
者(

44)

に
過
ぎ
ず
、
売
主
に
所
有
権
と
間
接
自
主
占

有
権
が
あ
り
、
こ
の
売
主
の
留
保
所
有
権
（
所
有
留
保
権
）
は
、
債
権
担
保
の
た
め
の
留
保
で
あ
る
に
せ
よ
、
売
買
代
金
債
権
が
時
効

消
滅
し
た
と
し
て
も
、
所
有
権
で
あ
る
が
故
に
消
滅
せ
ず
、
そ
の
結
果
、
売
主
に
は
所
有
権
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
が
あ
る
も
の
と
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構
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
所
有
権
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
も
時
効
消
滅
し
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
判
例
及
び
通
説
で
あ
る
か
ら(

45)

、

こ
の
構
成
は
可
能
で
あ
る
。 

 
次
に
、
所
有
権
留
保
を
担
保
権
と
構
成
す
る
と
、
売
買
代
金
債
権
の
時
効
消
滅
に
伴
い
、
所
有
権
留
保
も
附
従
性
に
よ
り
消
滅
し

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
生
ず
る
。
し
か
し
、
附
従
性
原
理
は
、
債
権
契
約
に
よ
り
成
立
す
る
債
権
と
、
担
保
権
設

定
契
約
に
よ
り
成
立
す
る
担
保
権
と
を
結
合
さ
せ
る
た
め
の
原
理
で
あ
る
か
ら
、
売
買
契
約
と
い
う
一
個
の
契
約
の
中
に
所
有
権
留

保
特
約
を
入
れ
て
契
約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
債
権
と
同
時
に
発
生
す
る
所
有
権
留
保
に
は
、
附
従
性
原
理
を
入
れ
る
必
要
は
な
い
も

の
と
解
さ
れ
、
こ
の
点
が
譲
渡
担
保
と
所
有
権
留
保
と
の
相
違
点
に
も
な
っ
て
い
る(

46)

。
更
に
、
所
有
権
留
保
に
は
附
従
性
原
理
を

入
れ
る
必
要
は
な
い
と
い
っ
て
も
、
実
行
に
お
け
る
附
従
性
は
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
被
担
保
債
権
の
存
在
を
要
す
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
議
論
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
に
も
、
被
担
保
債
権
は
時
効
消
滅
し
て
債
権
関
係
は
解
消
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
所
有

権
が
残
存
し
て
い
る
以
上
、
留
保
売
主
の
返
還
請
求
権
は
認
め
ら
れ
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
所
有
権

留
保
に
関
し
て
は
、
附
従
性
原
理
は
完
全
に
破
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る(

47)

。 

 

結
局
、
私
見
は
、
留
保
売
主
は
所
有
権
と
間
接
自
主
占
有
権
を
有
す
る
と
い
う
点
及
び
動
産
売
主
の
た
め
の
担
保
と
い
う
点
に
お

い
て
譲
渡
担
保
権
者
と
か
な
り
類
似
し
て
い
る
が
、
附
従
性
が
な
い
と
い
う
点
に
お
け
る
相
違
点
が
あ
り
、
ま
た
、
譲
渡
担
保
は
所

有
権
的
構
成
と
担
保
権
的
構
成
の
い
ず
れ
も
妥
当
し
う
る
が
、
所
有
権
留
保
は
、
売
主
が
留
保
し
た
所
有
権
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
担

保
的
効
力
を
保
存
す
る
と
い
う
意
味
、
な
ら
び
に
、
本
稿
に
お
い
て
論
じ
て
き
た
意
味
に
お
い
て
、
担
保
権
的
構
成
が
妥
当
性
を
欠

く
場
合
が
あ
る
の
で
、
「
所
有
権
的
構
成
」
で
は
な
く
、
完
全
な
る
所
有
権
に
よ
る
動
産
売
主
の
た
め
の
担
保
制
度
で
あ
る
と
解
し

た
い
。 

 

以
上
の
法
的
構
成
が
我
が
国
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
く
、
ま
た
、
自
身
の
不
勉
強
ゃ
能
力
の
乏
し
さ
も
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否
め
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
に
お
け
る
所
有
権
留
保
の
法
的
構
成
は
、
今
後
の
研
究
に
際
し
て
の
一
つ
の
仮
説
と
し
て
、
引

き
続
き
、
自
身
に
お
け
る
検
討
課
題
と
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
す
る
。
関
係
各
位
か
ら
の
ご
批
判
、
ご
叱
責
を
賜
る
こ
と
を
期
待
し
つ

つ
、
本
稿
を
了
す
る
。 

   

註(

42)

柚
木
馨
＝
高
木
多
喜
男
『
担
保
物
権
法
』
（
有
斐
閣
、
第
三
版
、
一
九
八
二
年
）
五
八
三
‐
五
八
四
頁
。 

 

註(

43)

柚
木
＝
高
木
・
前
掲
註(

42)

五
八
二
‐
五
八
三
頁
、
高
木
多
喜
男
『
担
保
物
権
法
』
（
有
斐
閣
、
新
版
補
正
版
、
一
九
九
八
年
）
三
六
四
頁
。

米
倉
明
『
所
有
権
留
保
の
実
証
的
研
究
』
（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
七
七
年
）
三
六
‐
三
七
頁
、
同
『
所
有
権
留
保
の
研
究
』
（
新
青
出
版
、

一
九
九
七
年
）
三
七
八
頁
。 

 
 

 

こ
れ
ら
の
う
ち
、
高
木
教
授
は
、
「
残
存
代
金
を
被
担
保
債
権
と
す
る
担
保
権
（
留
保
所
有
権
）
が
売
主
に
存
し
、
所
有
権
よ
り
こ
れ
を
差
し

引
い
た
物
権
的
地
位
が
買
主
に
帰
属
す
る
と
構
成
す
れ
ば
よ
い
」
（
高
木
・
前
掲
書
＊
本
註
＋
同
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
、
売
主
と
買
主
に
所
有

権
が
分
属
す
る
状
況
と
解
し
て
お
ら
れ
る
。 

 
 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
米
倉
教
授
は
、
所
有
権
の
分
属
と
い
う
理
論
構
成
に
疑
問
を
唱
え
た
上
で
、
「
所
有
権
留
保
売
買
に
あ
っ
て
は
、
実
質
的
に

も
形
式
的
（
法
律
的
）
に
も
所
有
権
は
買
主
に
移
転
し
、
売
主
は
目
的
物
に
つ
い
て
売
買
代
金
債
権
を
被
担
保
債
権
と
す
る
抵
当
権
を
設
定
し
た

も
の
と
構
成
す
べ
き
で
あ
る
」
（
米
倉
・
前
掲
書[

本
註
『
実
証
的
研
究
』]
三
七
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
、
こ
の
点
を
も
う
少
し
分
析
的
に
い
う

と
、
「
買
主
に
目
的
物
の
所
有
権
が
移
転
し
、
直
接
占
有
も
移
さ
れ
、
続
い
て
（
時
間
的
に
は
そ
の
直
後
に
）
、
そ
の
所
有
権
に
対
し
て
売
主
が

抵
当
権
を
取
得
す
る
（
抵
当
権
の
設
定
的
取
得
と
い
う
べ
き
で
あ
る
）
」
（
米
倉
・
前
掲
書[

本
註
『
研
究
』]

三
七
八
頁
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

註(

44)

担
保
権
的
構
成
説
の
中
に
は
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
買
主
の
権
利
を
「
条
件
付
所
有
権
」
な
い
し
「
期
待
権
」
と
い
う
「
物
権
」
と
し
て
構
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成
す
る
見
解
も
あ
る
。
例
え
ば
、
竹
下
守
夫
教
授
は
、
「
買
主
は
…
残
代
金
債
務
の
履
行
と
い
う
条
件
の
成
就
に
よ
っ
て
目
的
物
の
所
有
権
を
取

得
し
う
る
と
の
地
位
を
有
す
る
」
と
し
、
こ
の
買
主
の
地
位
を
条
件
付
所
有
権
と
称
し
た
上
で
、
日
本
民
法
第
一
二
八
条
に
よ
る
条
件
付
法
律
行

為
に
お
け
る
権
利
者
の
保
護
を
根
拠
と
し
て
、
「
買
主
が
目
的
物
の
引
渡
し
を
受
け
た
後
は
、
こ
の
条
件
付
所
有
権
は
、
履
行
―
所
有
権
移
転
の

条
件
付
意
思
表
示
及
び
目
的
物
の
引
渡
し
―
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
売
買
契
約
上
の
所
有
権
移
転
に
と
っ
て
代
ゎ
る
、
こ
れ
と
は
別
の
権
利
と
し
て

現
ゎ
れ
、
し
か
も
所
有
権
移
転
請
求
権
が
純
粋
に
債
権
的
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
物
権
的
性
質
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」
も

の
と
解
し
て
お
ら
れ
る
（
竹
下
守
夫
『
担
保
権
と
民
事
執
行
・
倒
産
手
続
』[

有
斐
閣
、
一
九
九
〇
年]

二
七
七
頁
）
。 

 
 

 

し
か
し
、
所
有
権
留
保
に
お
い
て
は
、
買
主
は
将
来
の
売
買
代
金
完
済
を
停
止
条
件
と
し
て
所
有
権
の
移
転
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
の
前
提
と

し
て
、
売
主
か
ら
信
用
な
い
し
信
託
的
に
直
接
他
主
占
有
を
受
け
る
に
過
ぎ
ず
、
他
人
の
物
の
事
実
上
の
占
有
者
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
斯
様
な
意

味
に
お
い
て
、
売
主
の
先
給
付
は
、
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
は
、
履
行
と
は
言
い
難
い
も
の
と
思
ゎ
れ
る
。
因
み
に
、
ド
ゕ
ツ
に
お
い
て
は
、
所

有
権
留
保
は
占
有
媒
介
関
係
を
根
拠
付
け
る
も
の
と
解
さ
れ
て
お
り
（R

G
Z

6
9
,1

9
7
;B

G
H

Z
1
0
,6

9
[7

1
];B

G
H

,W
M

1
9
6

1
,1

1
9
7
;B

G
H

,JZ
1
9
6
9
,4

3
3

）
、

ま
た
、
買
主
は
、
留
保
売
主
に
占
有
を
媒
介
す
る
直
接
他
主
占
有
者
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、B

G
H

,JZ
1
9
6
9

,4
3
3
;W

.F
lu

m
e,a.a
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B
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d

n
r.2
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.

等
が
あ
る
）
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
売
主
の
地
位
は
間
接
自
主
占
有

者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
ド
ゕ
ツ
に
お
い
て
期
待
権
理
論
を
標
榜
す
る
学
説
の
代
表
者
と
し
て
、L

u
d

w
ig

 R
aiser,D

in
g
lich

e A

n
w

artsch
aften

,1
9
6
1

が
あ
り
、
こ
の
ラ
ゕ
ザ
ー
教
授
の
期
待
権
理
論
を
批
判
す
る
学
説
と
し
て
、A

.B
lo

m
ey

e
r,D

ie R
ech

tsste
llu

n
g
 d

e
s V

o
rb

eh
alt

sk
äu

fers,A
c
P

1
6

2
(1

9
6
3

),S
.1

9
3

が
あ
る
（
こ
れ
ら
の
論
争
を
含
む
詳
細
な
紹
介
及
び
分
析
と
し
て
、
大
島
和
夫
「
条
件
理
論
と
期
待
権
」
前
田
達

明
編
『
民
事
法
の
諸
問
題
上
巻
―
奥
田
昌
道
先
生
還
暦
記
念
』[

成
文
堂
、
一
九
九
三
年]
一
〇
三
頁[

一
一
二
頁
以
下]

が
あ
る
。
な
お
、
ド
ゕ
ツ
に

お
け
る
期
待
権
理
論
に
限
っ
て
は
、
こ
れ
以
前
に
、
船
越
隆
司
「
期
待
権
論
」
法
学
新
報
七
二
巻
四
号[

一
九
六
五
年]

二
五
頁
以
下
が
詳
細
に
紹
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介
し
て
い
る
）
。 

 
註(

45)

大
判
大
五
・
六
・
二
三
民
録
二
二
輯
一
一
六
一
頁
、
大
判
大
一
一
・
八
・
二
一
民
集
一
巻
四
九
三
頁
。
鳩
山
秀
夫
『
民
法
研
究
第
二
巻
』
（
岩

波
書
店
、
一
九
三
〇
年
）
一
八
〇
頁
、
末
弘
嚴
太
郎
『
物
権
法
上
巻
』
（
有
斐
閣
、
一
九
五
六
年
）
五
〇
頁
、
我
妻
栄
『
新
訂
民
法
総
則
』
（
岩

波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
四
九
五
頁
等
。
こ
れ
ら
通
説
の
見
解
は
、
所
有
権
が
時
効
消
滅
せ
ず
、
物
権
的
請
求
権
の
み
が
時
効
消
滅
す
る
と
解
す

る
と
、
そ
の
所
有
権
は
あ
た
か
も
虚
有
権
の
状
況
を
呈
し
、
所
有
権
と
し
て
の
本
質
的
な
意
味
を
失
っ
て
し
ま
い
、
他
方
侵
奪
者
側
も
本
権
を
取

得
せ
ず
、
権
利
関
係
が
紛
糾
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
点
を
論
拠
と
し
て
い
る
（
こ
の
点
の
整
理
と
し
て
、
舟
橋
諄
一
・
徳
本
鎭
『
新
版
注
釈
民

法
（
６
）
物
権
（
１
）[
好
美
清
光]

』[

有
斐
閣
、
一
九
九
七
年]

一
一
〇
頁
参
照
）
。 

 
 

 

好
美
教
授
は
、
通
説
と
こ
れ
に
反
対
す
る
説
を
整
理
し
つ
つ
、
登
記
し
た
権
利
に
基
づ
く
物
権
的
請
求
権
は
時
効
消
滅
し
な
い
が
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第

九
〇
二
条
）
、
そ
れ
以
外
の
物
権
的
請
求
権
は
三
〇
年
の
消
滅
時
効
に
服
す
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
九
四
条
、
第
一
九
五
条
）
と
い
う
ド
ゕ
ツ
民
法
上

の
制
度
、
な
ら
び
に
、
こ
の
時
効
消
滅
は
包
括
的
な
も
の
で
は
な
く
、
特
定
侵
害
者
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
と
い
う
ド
ゕ
ツ
の
通

説
を
引
用
し
た
上
で
、
我
が
民
法
上
の
構
成
に
お
い
て
も
、
同
様
に
、
特
定
侵
害
者
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
は
所
有
権
に
基
づ
く
物
権
的
請
求

権
が
時
効
消
滅
し
う
る
と
い
う
考
え
方
を
提
示
し
て
お
ら
れ
る
（
好
美
・
前
掲
書[

本
註]

一
一
一
‐
一
一
二
頁
）
。 

 

註(

46)

柚
木
＝
高
木
・
前
掲
註(

42)

五
八
一
‐
五
八
二
頁
。
安
永
正
昭
「
所
有
権
留
保
の
内
容
、
効
力
」
加
藤
一
郎
・
林
良
平
編
『
担
保
法
大
系
第

４
巻
』
（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
一
九
八
五
年
）
三
七
〇
頁
（
三
七
八
頁
）
。 

 

註(

47)

所
有
権
留
保
に
関
し
て
で
は
な
い
が
、
附
従
性
原
理
の
否
定
に
関
し
て
は
、
鈴
木
禄
彌
『
物
権
法
講
義
』
（
創
文
社
、
三
訂
版
、
一
九
八
五

年
）
二
八
〇
‐
二
八
一
頁
参
照
。 

（
一
九
九
九
年
七
月
一
〇
日
稿
） 
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＊
附
記
＋ 

 
本
稿
の
内
容
は
、
ド
ゕ
ツ
民
法
研
究
会
（
平
成
九
年
一
月
一
六
日
）
に
お
け
る
ド
ゕ
ツ
民
法
判
例
研
究
報
告
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
お
り
、

同
研
究
会
に
お
け
る
質
問
ゃ
意
見
あ
る
い
は
助
言
を
ふ
ま
え
、
ま
た
、
自
身
の
研
究
の
進
展
を
も
ふ
ま
え
た
上
で
、
右
報
告
内
容
に

加
筆
訂
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

筆
者
の
能
力
不
足
及
び
こ
れ
ま
で
発
表
し
て
き
た
論
文
と
内
容
が
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の
た
め
に
今
日
ま
で
日
の
目
を

見
る
こ
と
も
な
く
（
も
っ
と
も
、
専
門
学
校
の
紀
要
に
一
部
を
発
表
し
た
こ
と
は
あ
る
）
推
移
し
て
き
た
が
、
ゃ
は
り
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ

た
形
で
発
表
す
る
こ
と
の
責
任
を
痛
感
し
、
遅
き
に
失
す
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
敢
え
て
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
研

究
会
発
表
か
ら
早
二
年
半
が
経
過
し
、
誠
に
赤
面
の
思
い
で
あ
る
が
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
ご
意
見
を
賜
っ
た
諸
先
生
方
に
お
礼
を

申
し
述
べ
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
し
た
い
。 

（
い
し
ぐ
ち 

お
さ
む 

高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
部
非
常
勤
講
師
） 
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《
参
考
資
料
》 

 
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
九
四
条
一
項 

他
人
に
作
為
ま
た
は
不
作
為
を
要
求
す
る
権
利
（
請
求
権
）
は
消
滅
時
効
に
服
す
る
。 

 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
九
五
条 

通
常
の
消
滅
時
効
期
間
は
三
〇
年
と
す
る
。 

 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
九
六
条
一
項 

次
に
掲
げ
る
諸
請
求
権
は
二
年
で
時
効
消
滅
す
る
。 

 

一
号 

商
人
、
製
造
業
者
、
手
工
業
者
及
び
美
術
営
業
者
が
、
物
品
の
供
給
、
労
務
の
執
行
及
び
他
人
の
事
務
の
処
理
並
び
に
立
替
金
に
つ
き
有
す

る
請
求
権
。
但
し
、
給
付
が
債
務
者
の
営
業
の
た
め
に
な
さ
れ
た
と
き
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
〇
一
条 

第
一
九
六
条
及
び
第
一
九
七
条
に
掲
げ
た
請
求
権
の
消
滅
時
効
は
、
第
一
九
八
条
な
い
し
第
二
〇
〇
条
に
定
め
た
時
期
の
到

来
す
る
年
の
終
了
の
時
か
ら
進
行
す
る
。
こ
の
時
期
を
超
え
る
期
間
の
経
過
し
た
後
に
初
め
て
給
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
い
て
は
、

消
滅
時
効
は
、
こ
の
期
間
が
経
過
す
る
年
の
終
了
の
時
か
ら
進
行
す
る
。 

 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
〇
九
条
一
項 

権
利
者
が
請
求
権
の
満
足
又
は
確
認
の
訴
え
、
執
行
文
付
与
の
訴
え
、
又
は
執
行
判
決
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
た
と

き
は
、
消
滅
時
効
は
中
断
す
る
。 

 

同
条
二
項 

次
に
掲
げ
た
事
項
は
、
訴
え
の
提
起
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
。 

 

一
号 

督
促
手
続
に
お
け
る
支
払
命
令
の
送
達 

 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
二
条
一
項 

消
滅
時
効
の
完
成
後
、
義
務
者
に
は
給
付
拒
絶
権
が
あ
る
。 

 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
一
項 

抵
当
権
、
船
舶
抵
当
権
ま
た
は
質
権
の
存
す
る
請
求
権
の
消
滅
時
効
は
、
そ
の
権
利
者
が
担
保
目
的
物
か
ら
満
足
を
求

め
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。 

 

同
条
二
項 

請
求
権
を
担
保
す
る
た
め
、
権
利
を
譲
渡
し
た
と
き
は
、
請
求
権
が
時
効
消
滅
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
受
戻
（R

ü
ck

ü
b
ertra

g
u
n
g

）
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 
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Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
五
条 

消
滅
時
効
は
、
法
律
行
為
に
よ
っ
て
、
排
除
す
る
こ
と
も
加
重
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
消
滅
時
効
を
軽
減
す
る
こ
と
、
特

に
時
効
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
は
妨
げ
な
い
。 

 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
八
四
条
一
項
一
文 

弁
済
期
の
到
来
後
に
お
い
て
、
債
権
者
が
催
告
し
て
も
、
債
務
者
が
給
付
し
な
い
と
き
に
は
、
債
務
者
は
催
告
に

よ
っ
て
遅
滞
に
陥
る
。 

 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
三
二
〇
条
一
項
一
文 

双
務
契
約
に
よ
っ
て
義
務
を
負
う
も
の
は
、
反
対
給
付
の
実
行
あ
る
ま
で
は
、
自
己
の
負
担
す
る
給
付
を
拒
絶
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
そ
の
者
が
先
給
付
義
務
を
負
う
と
き
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
三
二
六
条
一
項 
双
務
契
約
に
お
い
て
、
当
事
者
の
一
方
が
そ
の
負
担
す
る
給
付
を
以
て
遅
滞
に
あ
る
と
き
に
は
、
相
手
方
は
給
付
を
な

す
た
め
の
相
当
な
期
間
を
定
め
、
こ
の
期
間
の
経
過
後
は
給
付
の
受
領
を
拒
絶
す
る
旨
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
給
付
が
適
時
に
な
さ
れ
な
い
と

き
に
は
、
相
手
方
は
、
そ
の
期
間
経
過
後
に
お
い
て
、
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
ま
た
は
解
除
を
す
る
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
履

行
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
三
四
六
条
一
文 

契
約
当
事
者
の
一
方
が
解
除
を
留
保
し
た
場
合
に
お
い
て
、
契
約
の
解
除
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
当
事
者
は
、
そ
の
受

け
た
給
付
を
互
い
に
返
還
す
べ
き
義
務
を
負
う
。 

 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
三
三
条
一
項
一
文 

売
買
契
約
に
よ
り
、
物
の
売
主
は
、
買
主
に
物
を
引
き
渡
し
、
か
つ
、
物
の
所
有
権
を
供
与
す
べ
き
義
務
を
負
う
。 

 

同
条
二
項
：
買
主
は
、
売
主
に
約
定
し
た
代
金
を
支
払
い
、
か
つ
、
買
い
受
け
た
物
を
引
き
取
る
べ
き
義
務
を
負
う
。 

 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
五
四
条 

売
主
が
契
約
を
履
行
し
、
か
つ
、
売
買
代
金
の
支
払
を
猶
予
し
た
と
き
は
、
第
三
二
五
条
二
項
及
び
第
三
二
六
条
に
規
定
さ

れ
た
解
除
権
は
売
主
に
帰
属
し
な
い
。 

 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
五
五
条 

動
産
の
売
主
が
売
買
代
金
の
支
払
ま
で
所
有
権
を
留
保
し
た
場
合
に
お
い
て
、
疑
ゎ
し
い
と
き
は
、
売
買
代
金
の
完
済
を
停

止
条
件
と
し
て
所
有
権
の
移
転
が
な
さ
れ
る
も
の
と
推
定
し
、
買
主
が
支
払
を
遅
滞
し
て
い
る
と
き
は
、
売
主
は
契
約
を
解
除
す
る
権
利
を
有
す
る
も
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の
と
推
定
す
る
。 

 
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
八
六
八
条 

用
益
権
者
、
質
権
者
、
用
益
賃
借
人
、
使
用
賃
借
人
、
受
寄
者
と
し
て
、
又
は
こ
れ
と
類
似
の
関
係
に
お
い
て
、
他
人
に
対

し
、
一
時
占
有
す
る
権
利
又
は
義
務
を
有
す
る
者
が
物
を
占
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
他
人
も
ま
た
占
有
者
で
あ
る
（
間
接
占
有
）
。 

 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
八
五
条 

所
有
者
は
占
有
者
に
対
し
て
物
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
八
六
条
一
項
一
文 

占
有
者
ま
た
は
占
有
者
か
ら
占
有
権
を
承
継
し
た
間
接
占
有
者
が
所
有
者
に
対
し
て
占
有
権
を
有
す
る
と
き
に
は
、

占
有
者
は
、
物
の
返
還
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

委
員
会
草
案
第
三
二
三
条
三
項 

以
下
の
場
合
に
は
、
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

四
号 

請
求
に
対
し
て
、
債
務
者
が
既
に
主
張
し
て
い
る
抗
弁
又
は
解
除
の
後
遅
滞
な
く
主
張
す
る
抗
弁
が
あ
る
と
き 

 

委
員
会
草
案
第
二
二
三
条
二
項
二
文 
所
有
権
が
留
保
さ
れ
た
場
合
に
は
、
被
担
保
請
求
権
が
時
効
消
滅
し
た
と
き
で
も
、
物
の
返
還
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

 

委
員
会
草
案
第
四
四
九
条
二
項 

売
主
は
、
契
約
を
解
除
し
た
と
き
に
の
み
、
所
有
権
留
保
に
基
づ
い
て
物
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

委
員
会
草
案
第
二
二
三
条
二
項
二
文
の
適
用
を
妨
げ
な
い
。 

 

旧
割
賦
販
売
法
五
条 

売
主
が
留
保
所
有
権
に
基
づ
き
、
売
却
物
を
取
り
戻
し
た
と
き
は
、
解
除
権
を
行
使
し
た
も
の
と
見
な
す
。 

 

消
費
者
信
用
法
一
三
条
三
項
一
文 

与
信
者
が
信
用
契
約
に
基
づ
き
、
提
供
さ
れ
た
物
を
取
り
戻
し
た
と
き
は
、
解
除
権
を
行
使
し
た
も
の
と
見
な

す
。
但
し
、
取
戻
の
時
に
は
与
信
者
が
物
の
通
常
の
売
価
を
支
払
う
旨
を
消
費
者
と
合
意
し
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

   


